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学ͷਫ਼ਆɾϙϦγʔݐ

ҭͷ໨తڭ学ͷਫ਼ਆͱݐ

ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ͸、ಓݩષࢣのષの教͑を基൫としたʮਖ਼೦ʯとʮ行学Ұ೗ʯをݐ学の精神とし、ʮ޿

いࢹ野を有し人ؒੑΏたかなݱ୅ঁੑを育成するとと΋に、そΕͧΕの専߈分野における専門的研究を௨じ

高度な専門ੑを要する৬業౳にඞ要なೳ力を養͏͜とʯ（学ଇୈ̍৚）を教育の໨的としてい·す。

ʮਖ਼೦ʯとい͏の͸ಓݩષࢣの୞؅ଧ࠱の教͑を教育のࠜຊとしてࣔした΋ので、࠱ષにΑͬてਖ਼し͘෺

。定的なੈքをΈͭめてい·すݶる͑ݟʯとい͏心の૭かΒࢲたͪ͸ʮࢲ。をΈͭめ、とΒ͑てい͘͜とですࣄ

ࣗ分に関心のないࣄฑにͭいて͸、たと͑໨のલに͋ͬて΋ͮؾかない͜とが͋るΑ͏に、いΘ͹ࣗ分த心

的な心のڸを΋ͬているとい͑るのです。࠱ષ͸そのΑ͏なภΓ・ͩ͜ΘΓの͋る心をҰ୴ࢉഁޚにして、

ਖ਼し͘΋の͝とをͭݟめ、そしてຊ౰のࣗݾ（ຊདྷの面໨）をݟൃ࠶してい͘のです。

ಓݩષࢣにʮຊདྷの面໨ʯとい͏λΠトϧの࿨Վが͋Γ·す。すなΘͪʮय़͸ՖɹՆ΄とと͗すɹळ͸݄ɹ

ౙઇ͑͞てɹすͣしかΓけΓʯとい͏Վです。͜のՎ͸઒୺康成がϊーϕϧจ学৆ड৆のࡍ、ストοΫϗϧ

Ϝで行ͬたʮඒしい೔ຊのࢲʯとい͏講演でҾ༻͞Ε、Α͘知ΒΕるΑ͏になΓ·した。಺༰͸࢛ંقʑの

೔ຊのࣗવをՎい্͛てい·すが、実͸͜Ε͸୯なる෩ܠඳࣸで͸͋Γ·ͤΜ。͜のՎ͸ʮຊདྷの面໨ʯͭ

·Γຊ౰のࣗݾかΒ͋Γの··にΈͭめた心৅෩ܠとい͑るので͋Γ、そ͜にେ੾な意ຯが͋る͜とを઒୺

΋ࣔࠦしてい·す。

࣍にʮ行学Ұ೗ʯとい͏の͸、実践する͜と（行）と学Ϳ͜と（学）とをҰମԽͤ͞てい͘͜と（Ұ೗）

です。ͭ·Γʮਖ਼೦ʯにΑͬてཱ֬͞Εたࣗݾにおいて、େ学で学Μͩଟ͘の知識΍技術を೔常の実ੜ活΍

社会に活かしてい͘͜とです。େ学での学び͸୯に知的ཉٻをຬたすͩけのために͋るので͸͋Γ·ͤΜ。

。社会に൓өͤ͞てい͘͜とがେ੾なのです͘޿、ຬ଍的に知識・教養を高めるので͸な͘ݾࣗ

·た೔ʑの実践を௨してਅの学びが͋ると΋い͑·す。たと͑͹จ学΍఩学でʮѪʯ΍ʮ༑৘ʯにͭいて

になߟࢀに͸શવࡍです。しかしҰํにおいてѪをந৅的に理ղしてΈて΋実ڧ察するの΋େ੾なษߟ͘ਂ

ΒなかͬたΓ、ݱ実と相൓する͜と΋͋る͸ͣです。かけが͑のない人とग़ѭい、࣌に͸ڞにتび、࣌に͸

൵しΈ、ۤ໱するதでॳめて学Μͩ͜とをΑΓਂ͘डけࢭめる͜とができるので͸ないでしΐ͏か。ʮ行学

Ұ೗ʯ͸そΕͧΕの学びに͞Βなるਂ·Γが͋る͜とをࣔしているのです。

·たಓݩષࢣ͸ʰయ࠲教܇ʱでષࣉの୆ॴでਬࣄを司るయ
ㆦ㇓

࠲
㆞

をऔΓ্͛、ਬࣄに΋修行のେ੾な意ຯをݟ

ग़してい·す。そして࠱ષとと΋に೔ʑのҰͭͻとͭの行い΋ないがしΖにͤͣ、精Ұഋ౒め、活かす͜と

をڧௐしてい·す。

͜のΑ͏にຊ学で͸心を੔͑、ࣗݾをཱ֬してい͘ʮਖ਼೦ʯと実践的な学びをઆ͘ʮ行学Ұ೗ʯを教育の

ࠜຊとしてい·す。

人จՊ学研究Պで͸、ʮ人จՊ学の領域におけるਂい学識と研究ํ法を教तし、専門分野における研究ೳ

力を۩͑た人材及び高度専門৬業人に;͞Θしいೳ力を۩͑た人材を養成する͜とʯ（学ଇୈ �৚）を教育

の໨的としてい·す。օ͞Μ΋ຊ学の教育のݪ఺に͜のݐ学の精神と教育の໨的が͋る͜とを֬認していた

ͩきたいとࢥい·す。
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ۨ୔ঁࢠେֶେֶӃͷਓจՊֶڀݚՊσΟϓϩϚɾϙϦシʔ��
ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ人จՊ学研究Պ͸、ಓݩષࢣのષすなΘͪʮਖ਼೦ʯ・ʮ行学Ұ೗ʯをݐ学の精神とする఻౷を;
୅ঁੑを育成するとと΋に、人จՊ学の領域におけるਂい学識と研究ํ法をݱ野を有し人ؒੑΏたかなࢹい޿、͑·
教तする͜とで、専門分野における研究ೳ力を۩͑た人材及び高度専門৬業人に相応しいೳ力を۩͑た人材を養成す
る͜とを໨的としてい·す（学ଇୈ 1৚・ୈ �৚の �の（1））。
その໨的をୡ成するために、人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、෹教จԽ専߈、及び臨床心理学専߈をஔいてい·す（学
ଇୈ �৚の 2）。
人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔにおいて͸、教育の໨的にଈしてฤ成͞Εた 2年ؒの՝ఔを学修し、修ྃに要するॴ定の
୯Ґを修ಘした͏͑で、修࢜論จをఏग़し、その৹査に合格する͜とを学Ґत༩の要݅とし·す。
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学ͷਫ਼ਆɾϙϦγʔݐ

෹ڭจԽ専攻σΟプϩマɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈͸、෹教จԽに関する専門的知識と研究ํ法を教तし、෹教จԽにͭいて社会にൃ৴できる人材を養
成する͜とを໨的としてい·す（学ଇୈ �৚の �の（2））。
その໨的をୡ成するために、෹教จԽ専߈͸、ҎԼの࣭ࢿ・ೳ力を養成する͜とを教育໨ඪとしてい·す。

1ɽ೔ຊの෹教จԽに関する総合的な知識と、高度な問題意識を有する人材の育成
2ɽ෹教จԽの専門領域において、૑଄的研究をਐめてい͘͜とのできるೳ力の育成
�ɽ෹教จԽに関する研究成Ռを͘޿社会にൃ৴できる人材の養成

人文科学研究科෹ڭ文Խ専攻学修到達度確認表

教育目標 学修指針 レベル4（秀） レベル3（優） レベル2（良） レベル1（可）

日本の仏教文化に
関する総合的な知
識と、高度な問題
意識を有する人材
の育成。
DP 1

総合力 仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について多角的な
知見を有し、論点を整
理しながら、解決へ向
けて確実に探求し続け
ることができる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、多くの
情報を適切に取捨選択
しながら整理し、問題
意識を深めていくこと
ができる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、複数の
資料に目を通し、問題
点を整理することがで
きる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、関心を
持つことができる。

判断力 研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
し、積極的に品位の向
上を目指すことができ
る。

研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
することができる。

研究者としての基本的
な倫理を遵守すること
ができ、それに反する
事例の問題点を確認す
ることができる。

研究者としての基本的
な倫理とは何かを確認
し、遵守することがで
きる。

仏教文化の専門領
域において、創造
的研究を進めてい
くことのできる能
力の育成。
DP 2

専門力 人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果を発表し、社会に貢
献することができる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果を発表することがで
きる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果をまとめることがで
きる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、問題点を
整理することができる。

技術力 自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ知
識基盤社会において重
要な役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ知識
基盤社会において特定
の役割を担うことがで
きる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ知識
基盤社会において課題
を探すことができる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができる。

仏教文化に関する
研究成果を広く社
会に発信できる人
材の養成。
DP 3

実践力 高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身及び組
織を活性化し、グロー
バルな視点から社会に
貢献することができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身及び組
織を活性化することが
できる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身を向上
させることができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有してい
る。
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その໨的をୡ成するために、人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、෹教จԽ専߈、及び臨床心理学専߈をஔいてい·す（学
ଇୈ �৚の 2）。
人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔにおいて͸、教育の໨的にଈしてฤ成͞Εた 2年ؒの՝ఔを学修し、修ྃに要するॴ定の
୯Ґを修ಘした͏͑で、修࢜論จをఏग़し、その৹査に合格する͜とを学Ґत༩の要݅とし·す。

�─　　─

学ͷਫ਼ਆɾϙϦγʔݐ

෹ڭจԽ専攻σΟプϩマɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈͸、෹教จԽに関する専門的知識と研究ํ法を教तし、෹教จԽにͭいて社会にൃ৴できる人材を養
成する͜とを໨的としてい·す（学ଇୈ �৚の �の（2））。
その໨的をୡ成するために、෹教จԽ専߈͸、ҎԼの࣭ࢿ・ೳ力を養成する͜とを教育໨ඪとしてい·す。

1ɽ೔ຊの෹教จԽに関する総合的な知識と、高度な問題意識を有する人材の育成
2ɽ෹教จԽの専門領域において、૑଄的研究をਐめてい͘͜とのできるೳ力の育成
�ɽ෹教จԽに関する研究成Ռを͘޿社会にൃ৴できる人材の養成

人文科学研究科෹ڭ文Խ専攻学修到達度確認表

教育目標 学修指針 レベル4（秀） レベル3（優） レベル2（良） レベル1（可）

日本の仏教文化に
関する総合的な知
識と、高度な問題
意識を有する人材
の育成。
DP 1

総合力 仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について多角的な
知見を有し、論点を整
理しながら、解決へ向
けて確実に探求し続け
ることができる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、多くの
情報を適切に取捨選択
しながら整理し、問題
意識を深めていくこと
ができる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、複数の
資料に目を通し、問題
点を整理することがで
きる。

仏教文化の学修を通し
て、広く社会・自然・
人間について、関心を
持つことができる。

判断力 研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
し、積極的に品位の向
上を目指すことができ
る。

研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
することができる。

研究者としての基本的
な倫理を遵守すること
ができ、それに反する
事例の問題点を確認す
ることができる。

研究者としての基本的
な倫理とは何かを確認
し、遵守することがで
きる。

仏教文化の専門領
域において、創造
的研究を進めてい
くことのできる能
力の育成。
DP 2

専門力 人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果を発表し、社会に貢
献することができる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果を発表することがで
きる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、創造的成
果をまとめることがで
きる。

人文科学の諸領域にお
ける深い学識と専門分
野を探求するための方
法論を有し、問題点を
整理することができる。

技術力 自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ知
識基盤社会において重
要な役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ知識
基盤社会において特定
の役割を担うことがで
きる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ知識
基盤社会において課題
を探すことができる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができる。

仏教文化に関する
研究成果を広く社
会に発信できる人
材の養成。
DP 3

実践力 高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身及び組
織を活性化し、グロー
バルな視点から社会に
貢献することができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身及び組
織を活性化することが
できる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身を向上
させることができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有してい
る。



�─　　─

臨床心理学専攻σΟプϩマɾϙリγʔ
臨床心理学専߈͸、臨床心理学の専門的知識を教तし、心理的問題のղܾを支援できるެ認心理ࢣ・臨床心理࢜౳
の高度専門৬業人を養成する͜とを໨的としてい·す（学ଇୈ �৚の �の（�））。
その໨的をୡ成するために、臨床心理学専߈͸、ҎԼの࣭ࢿ・ೳ力を養成する͜とを教育໨ඪとしてい·す。

1ɽ心理学に関する総合的知識、及び高度な問題意識を有する人材の育成
2ɽ心理に関する支援を要する者に対して、観察、分析を行い、相談に応じ、助言、指導その他の援助ができる
実践力、及び技術力の養成

�ɽ心理学の領域を活かし、研究、及び社会で活躍できるための専門力の養成

人文科学研究科臨床心理学専攻学修到達度確認表

教育目標 学修指針 レベル4（秀） レベル3（優） レベル2（良） レベル1（可）

心理学に関する総
合的知識、及び高
度な問題意識を有
する人材の育成。
DP 1

総合力 心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について多角的な知見
を有し、論点を整理し
ながら、解決へ向けて
確実に探求し続けるこ
とができる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、多くの情報
を適切に取捨選択しな
がら整理し、問題意識
を深めていくことがで
きる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、複数の資料
に目を通し、問題点を
整理することができる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、関心を持つ
ことができる。

判断力 研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
し、積極的に品位の向
上を目指すことができ
る。

研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
することができる。

研究者としての基本的
な倫理を遵守すること
ができ、それに反する
事例の問題点を確認す
ることができる。

研究者としての基本的
な倫理とは何かを確認
し、遵守することがで
きる。

心理に関する支援
を要する者に対し
て、観察、分析を
行い、相談に応じ、
助言、指導その他
の援助ができる実
践力、及び技術力
の養成。
DP 2

実践力 高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で臨床心理的支援
を提供しうる実践力を
もって社会に貢献する
ことができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で臨床心理的支援
を提供しうる基礎的な
能力を有する。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身を向上
させることができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有してい
る。

技術力 自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ、
心理的諸問題を内包す
る現代社会において重
要な役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ、
心理的諸問題を内包す
る現代社会において特
定の役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ、心
理的諸問題を内包する
現代社会において課題
を探すことができる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができる。

心理学の領域を活
かし、研究、及び
社会で活躍できる
ための専門力の養
成。
DP 3

専門力 心理学の領域における
深い学識と専門分野を
探求するための方法論
を有し、創造的成果を
発表し、社会に貢献す
ることができる。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、創造的成果
を発表することができ
る。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、創造的成果
をまとめることができ
る。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、問題点を整
理することができる。

�─　　─

ΧϦΩϡϥϜɾϙϦγʔʢڭҭ՝ఔฤ੒ɾ࣮ࢪͷํ਑ʣ
学ͷਫ਼ਆɾϙϦγʔݐ

ۨ୔ঁࢠେֶେֶӃ�ਓจՊֶڀݚՊͷΧϦΩϡラϜɾϙϦシʔ
ਓจՊ学ڀݚՊカリキュラムɾϙリγʔ
ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、学Ґत༩のํ針に定めたೳ力を修ಘするため、ඞ修Պ໨、બ୒ඞ
修Պ໨、બ୒Պ໨に分けたΧリΩュϥϜฤ成を実ࢪし、·た修࢜論จの৹査に合格するため、શ学的テーϥーメΠυ
教育の΋とに行ΘΕる論จࣥච指導ମ੍を༻意してい·す。

෹ڭจԽ専攻カリキュラムɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈͸、ディプロマ・ポリシーで͛ܝた教育໨ඪをୡ成するために、࣍のΑ͏な教育՝ఔをฤ成、実ࢪし
てい·す。

1ɽ෹教จԽに関する෯޿い知識を਎に෇けるとと΋に、専門分野にͭいてのਂい知識をᔻ養するために、จԽ
࢙関࿈のඞ修Պ໨、及びબ୒ඞ修Պ໨をؚめた֤特घ講ٛՊ໨を഑ஔしてい·す。

2ɽ෹教จԽに関する専門領域をਂめ、૑଄的研究をਐめてい͘ために、ݪయ講ಡՊ໨、及び೔ຊจԽ࢙、೔ຊ
ඒ術࢙、ݹయจ学の演習Պ໨をஔいてい·す。

�ɽ修࢜論จの指導͸、指導教һをத心に、ෳ਺の教һが集団で指導できるମ੍を੔͑る͜とにΑΓ、ଟ֯的な
。఺かΒの学修をՄೳとするとと΋に、修࢜として;͞Θしい高度な研究ೳ力をᔻ養し·すࢹ

臨床心理学専攻カリキュラムɾϙリγʔ
臨床心理学専߈͸、ディプロマ・ポリシーで͛ܝた教育໨ඪをୡ成するために、࣍のΑ͏な教育՝ఔをฤ成、実ࢪ
してい·す。

1ɽ心理学に関する総合的な専門知識を਎に෇けるために、人格、認知、社会、家族、精神医学、障害者、教育
౳に関Θる特講Պ໨をඞ修બ୒としてஔいてい·す。

2ɽ心理に関する支援を要する者に対して、援助ができるΑ͏になるための基ຊೳ力をᔻ養するために、臨床心
理学関࿈の特論Պ໨、及びෳ਺の演習、実習Պ໨をඞ修Պ໨として഑ஔしてい·す。·た、指定͞ΕたՊ໨
を修ಘする͜とで、ʮެ認心理ࢣʯʮ臨床心理࢜ʯのडࢿݧ格をಘる͜とができるମ੍を੔͑てい·す。

�ɽ修࢜論จの指導͸、指導教һをத心に、ෳ਺の教һが集団で指導できるମ੍を੔͑る͜とにΑΓ、ଟ֯的な
。఺かΒの学修をՄೳにするとと΋に、修࢜として;͞Θしい高度な研究ೳ力をᔻ養し·すࢹ
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臨床心理学専攻σΟプϩマɾϙリγʔ
臨床心理学専߈͸、臨床心理学の専門的知識を教तし、心理的問題のղܾを支援できるެ認心理ࢣ・臨床心理࢜౳
の高度専門৬業人を養成する͜とを໨的としてい·す（学ଇୈ �৚の �の（�））。
その໨的をୡ成するために、臨床心理学専߈͸、ҎԼの࣭ࢿ・ೳ力を養成する͜とを教育໨ඪとしてい·す。

1ɽ心理学に関する総合的知識、及び高度な問題意識を有する人材の育成
2ɽ心理に関する支援を要する者に対して、観察、分析を行い、相談に応じ、助言、指導その他の援助ができる
実践力、及び技術力の養成

�ɽ心理学の領域を活かし、研究、及び社会で活躍できるための専門力の養成

人文科学研究科臨床心理学専攻学修到達度確認表

教育目標 学修指針 レベル4（秀） レベル3（優） レベル2（良） レベル1（可）

心理学に関する総
合的知識、及び高
度な問題意識を有
する人材の育成。
DP 1

総合力 心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について多角的な知見
を有し、論点を整理し
ながら、解決へ向けて
確実に探求し続けるこ
とができる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、多くの情報
を適切に取捨選択しな
がら整理し、問題意識
を深めていくことがで
きる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、複数の資料
に目を通し、問題点を
整理することができる。

心理学の学修を通して、
広く人間・社会・自然
について、関心を持つ
ことができる。

判断力 研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
し、積極的に品位の向
上を目指すことができ
る。

研究者として崇高な倫
理観のもと新たな知の
創造や社会に有用な取
り組みとは何かを判断
することができる。

研究者としての基本的
な倫理を遵守すること
ができ、それに反する
事例の問題点を確認す
ることができる。

研究者としての基本的
な倫理とは何かを確認
し、遵守することがで
きる。

心理に関する支援
を要する者に対し
て、観察、分析を
行い、相談に応じ、
助言、指導その他
の援助ができる実
践力、及び技術力
の養成。
DP 2

実践力 高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で臨床心理的支援
を提供しうる実践力を
もって社会に貢献する
ことができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で臨床心理的支援
を提供しうる基礎的な
能力を有する。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有し、そ
の中で自分自身を向上
させることができる。

高度な専門的職業人と
しての地位を確保する
ための能力を有してい
る。

技術力 自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ、
心理的諸問題を内包す
る現代社会において重
要な役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら多角的なアプローチ
を試みることができ、
心理的諸問題を内包す
る現代社会において特
定の役割を担うことが
できる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができ、心
理的諸問題を内包する
現代社会において課題
を探すことができる。

自らの専門領域におい
て高度な学術的視点か
ら適切なアプローチを
試みることができる。

心理学の領域を活
かし、研究、及び
社会で活躍できる
ための専門力の養
成。
DP 3

専門力 心理学の領域における
深い学識と専門分野を
探求するための方法論
を有し、創造的成果を
発表し、社会に貢献す
ることができる。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、創造的成果
を発表することができ
る。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、創造的成果
をまとめることができ
る。

心理学の諸領域におけ
る深い学識と専門分野
を探求するための方法
論を有し、問題点を整
理することができる。
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ΧϦΩϡϥϜɾϙϦγʔʢڭҭ՝ఔฤ੒ɾ࣮ࢪͷํ਑ʣ
学ͷਫ਼ਆɾϙϦγʔݐ

ۨ୔ঁࢠେֶେֶӃ�ਓจՊֶڀݚՊͷΧϦΩϡラϜɾϙϦシʔ
ਓจՊ学ڀݚՊカリキュラムɾϙリγʔ
ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、学Ґत༩のํ針に定めたೳ力を修ಘするため、ඞ修Պ໨、બ୒ඞ
修Պ໨、બ୒Պ໨に分けたΧリΩュϥϜฤ成を実ࢪし、·た修࢜論จの৹査に合格するため、શ学的テーϥーメΠυ
教育の΋とに行ΘΕる論จࣥච指導ମ੍を༻意してい·す。

෹ڭจԽ専攻カリキュラムɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈͸、ディプロマ・ポリシーで͛ܝた教育໨ඪをୡ成するために、࣍のΑ͏な教育՝ఔをฤ成、実ࢪし
てい·す。

1ɽ෹教จԽに関する෯޿い知識を਎に෇けるとと΋に、専門分野にͭいてのਂい知識をᔻ養するために、จԽ
࢙関࿈のඞ修Պ໨、及びબ୒ඞ修Պ໨をؚめた֤特घ講ٛՊ໨を഑ஔしてい·す。

2ɽ෹教จԽに関する専門領域をਂめ、૑଄的研究をਐめてい͘ために、ݪయ講ಡՊ໨、及び೔ຊจԽ࢙、೔ຊ
ඒ術࢙、ݹయจ学の演習Պ໨をஔいてい·す。

�ɽ修࢜論จの指導͸、指導教һをத心に、ෳ਺の教һが集団で指導できるମ੍を੔͑る͜とにΑΓ、ଟ֯的な
。఺かΒの学修をՄೳとするとと΋に、修࢜として;͞Θしい高度な研究ೳ力をᔻ養し·すࢹ

臨床心理学専攻カリキュラムɾϙリγʔ
臨床心理学専߈͸、ディプロマ・ポリシーで͛ܝた教育໨ඪをୡ成するために、࣍のΑ͏な教育՝ఔをฤ成、実ࢪ
してい·す。

1ɽ心理学に関する総合的な専門知識を਎に෇けるために、人格、認知、社会、家族、精神医学、障害者、教育
౳に関Θる特講Պ໨をඞ修બ୒としてஔいてい·す。

2ɽ心理に関する支援を要する者に対して、援助ができるΑ͏になるための基ຊೳ力をᔻ養するために、臨床心
理学関࿈の特論Պ໨、及びෳ਺の演習、実習Պ໨をඞ修Պ໨として഑ஔしてい·す。·た、指定͞ΕたՊ໨
を修ಘする͜とで、ʮެ認心理ࢣʯʮ臨床心理࢜ʯのडࢿݧ格をಘる͜とができるମ੍を੔͑てい·す。

�ɽ修࢜論จの指導͸、指導教һをத心に、ෳ਺の教һが集団で指導できるମ੍を੔͑る͜とにΑΓ、ଟ֯的な
。఺かΒの学修をՄೳにするとと΋に、修࢜として;͞Θしい高度な研究ೳ力をᔻ養し·すࢹ
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ΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʢೖ学ऀड͚ೖΕํ਑ʣ

ۨ୔ঁࢠେֶେֶӃͷΞυϛοシϣϯɾϙϦシʔ
ਓจՊ学ڀݚՊΞυϛッγϣϯɾϙリγʔ
ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、人จՊ学の領域におけるਂい学識と研究ํ法、֤専門分野の高度
な専門的知識と実践的技ೳを਎に෇けた͏͑で、そΕΒを社会に活かす意ཉの͋る者をٻめてい·す。

෹ڭจԽ専攻Ξυϛッγϣϯɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈で͸、ҎԼのΑ͏な者のೖ学を認めてい·す。

1ɽ೔ຊの෹教จԽに対してڵຯ΍関心を࣋ͪ、専門的にਂ͘学びたい者
2ɽओମ的に՝題をൃݟし、ෳ਺のࢹ఺かΒղܾのํ法をۛຯし、実践しΑ͏とする意ཉの͋る者
�ɽ社会の਎ۙな問題に対して、٬観的・論理的に分析しΑ͏と౒力のできる者

臨床心理学専攻Ξυϛッγϣϯɾϙリγʔ
臨床心理学専߈で͸、ҎԼのΑ͏な者のೖ学を認めてい·す。

1ɽ人ؒが࣋ͭ心理的な՝題に関心が͋Γ、心理学を専門的にਂ͘学びたい者
2ɽ他者の心理的問題を理ղし、ղܾしΑ͏とするࢥい΍Γと͞ڏݠを࣋ͪ合Θͤている者
�ɽओମ的に՝題をൃݟし、ෳ਺のࢹ఺かΒղܾのํ法をۛຯし、実践しΑ͏とい͏意ཉの͋る者
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ΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʢೖ学ऀड͚ೖΕํ਑ʣ

ۨ୔ঁࢠେֶେֶӃͷΞυϛοシϣϯɾϙϦシʔ
ਓจՊ学ڀݚՊΞυϛッγϣϯɾϙリγʔ
ۨ୔ঁࢠେ学େ学Ӄ人จՊ学研究Պ修࢜՝ఔ͸、人จՊ学の領域におけるਂい学識と研究ํ法、֤専門分野の高度
な専門的知識と実践的技ೳを਎に෇けた͏͑で、そΕΒを社会に活かす意ཉの͋る者をٻめてい·す。

෹ڭจԽ専攻Ξυϛッγϣϯɾϙリγʔ
෹教จԽ専߈で͸、ҎԼのΑ͏な者のೖ学を認めてい·す。

1ɽ೔ຊの෹教จԽに対してڵຯ΍関心を࣋ͪ、専門的にਂ͘学びたい者
2ɽओମ的に՝題をൃݟし、ෳ਺のࢹ఺かΒղܾのํ法をۛຯし、実践しΑ͏とする意ཉの͋る者
�ɽ社会の਎ۙな問題に対して、٬観的・論理的に分析しΑ͏と౒力のできる者

臨床心理学専攻Ξυϛッγϣϯɾϙリγʔ
臨床心理学専߈で͸、ҎԼのΑ͏な者のೖ学を認めてい·す。

1ɽ人ؒが࣋ͭ心理的な՝題に関心が͋Γ、心理学を専門的にਂ͘学びたい者
2ɽ他者の心理的問題を理ղし、ղܾしΑ͏とするࢥい΍Γと͞ڏݠを࣋ͪ合Θͤている者
�ɽओମ的に՝題をൃݟし、ෳ਺のࢹ఺かΒղܾのํ法をۛຯし、実践しΑ͏とい͏意ཉの͋る者
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

1．तۀՊ໨ཤमͷखଓ͖について

ʢ�ʣՊ໨ཤमʹؔ͢ΔΦϦΤϯςʔγϣϯ͸೥౓࢝Ίʹ͍ߦ·͢ɻ
ʢ�ʣ�౰֘೥౓ʹཤम͠Α͏ͱ͢ΔतۀՊ໨͸͢΂ͯʹ͍ͭͯɺఆΊΒΕͨؒظ಺ʹ,0."+0ϙʔλϧʹ

ͯɺཤमొ࿥Λ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

�．୯Ґ੍

ʢ�ʣ�तۀՊ໨ͷཤम͸୯Ґ੍Λͱ͍ͬͯ·͢ɻ୯Ґ੍ͱ͸ɺतۀՊ໨Λཤम͠ɺॴఆͷݧࢼ·ͨ͸Ϩϙʔ
τͳͲʹΑΔ੒੷ධՁͷ݁Ռɺ߹֨͢Δ͜ͱʹΑΓɺ֤तۀՊ໨ͰఆΊΒΕ͍ͯΔ୯ҐΛमಘ͍ͯ͠
੍͘౓Ͱ͢ɻ

ʢ�ʣ୯Ґͷجࢉܭ४͸࣍ʹࣔ͢දͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
෹ڭจԽઐ߈

۠ɹ分 तɹ業ɹ࣌ɹؒ ࣗɹ習ɹ࣌ɹؒ ୯ɹҐɹ਺

講ɹٛ 2࣌ؒʷ �� ि � ࣌ؒʷ �� ि � ୯Ґˎ

演ɹ習 �࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） 2࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） �୯Ґ

実ɹ習 2࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） 1࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） �୯Ґ

ˎत業にΑͬて͸、൒年ؒ 1� िの講ٛで 2୯Ґとい͏৔合΋͋Γ·す。

ྟচ৺ཧֶઐ߈
۠ɹ分 तɹ業ɹ࣌ɹؒ ࣗɹ習ɹ࣌ɹؒ ୯ɹҐɹ਺

講ɹٛ 2࣌ؒʷ 1� ि � ࣌ؒʷ 1� ि 2 ୯Ґ

演ɹ習 2࣌ؒʷ 1� ि 1 ࣌ؒʷ 1� ि 2 ୯Ґ

実ɹ習 2࣌ؒʷ 1� ि 1 ࣌ؒʷ 1� ि 1 ୯Ґ

੍ظֶ．�

ຊ学のत業͸、લظޙ・ظの 。Ε·す͞ࢪに分けて実ظ2
त業Պ໨に͸、そΕͧΕのՊ໨にඞ要な学修ؒظに応じて、લ͋ظるい͸ظޙのΈでऴྃする൒ظՊ໨と、

લظおΑびظޙを௨して行ΘΕる௨年Պ໨、͋るҰ定ؒظに集தして行͏集த講ٛՊ໨が͋Γ·す。

�．तۀՊ໨ͷ෼ྨ

ʢ�ʣमྃཁ݅ʹΑΔ෼ྨ
ඞ 修 Պ ໨� ඞͣཤ修しなけΕ͹なΒないत業Պ໨
બ୒ඞ修Պ໨� 定めΒΕたՊ໨܈のதかΒ֤ࣗがબΜで、ཤ修しなけΕ͹なΒないत業Պ໨
બ ୒ Պ ໨� ֤ࣗがࣗ༝にબΜでཤ修する͜とのできるत業Պ໨
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

1．तۀՊ໨ཤमͷखଓ͖について

ʢ�ʣՊ໨ཤमʹؔ͢ΔΦϦΤϯςʔγϣϯ͸೥౓࢝Ίʹ͍ߦ·͢ɻ
ʢ�ʣ�౰֘೥౓ʹཤम͠Α͏ͱ͢ΔतۀՊ໨͸͢΂ͯʹ͍ͭͯɺఆΊΒΕͨؒظ಺ʹ,0."+0ϙʔλϧʹ

ͯɺཤमొ࿥Λ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

�．୯Ґ੍

ʢ�ʣ�तۀՊ໨ͷཤम͸୯Ґ੍Λͱ͍ͬͯ·͢ɻ୯Ґ੍ͱ͸ɺतۀՊ໨Λཤम͠ɺॴఆͷݧࢼ·ͨ͸Ϩϙʔ
τͳͲʹΑΔ੒੷ධՁͷ݁Ռɺ߹֨͢Δ͜ͱʹΑΓɺ֤तۀՊ໨ͰఆΊΒΕ͍ͯΔ୯ҐΛमಘ͍ͯ͠
੍͘౓Ͱ͢ɻ

ʢ�ʣ୯Ґͷجࢉܭ४͸࣍ʹࣔ͢දͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
෹ڭจԽઐ߈

۠ɹ分 तɹ業ɹ࣌ɹؒ ࣗɹ習ɹ࣌ɹؒ ୯ɹҐɹ਺

講ɹٛ 2࣌ؒʷ �� ि � ࣌ؒʷ �� ि � ୯Ґˎ

演ɹ習 �࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） 2࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） �୯Ґ

実ɹ習 2࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） 1࣌ؒʷ �� ि（2年ؒ） �୯Ґ

ˎत業にΑͬて͸、൒年ؒ 1� िの講ٛで 2୯Ґとい͏৔合΋͋Γ·す。

ྟচ৺ཧֶઐ߈
۠ɹ分 तɹ業ɹ࣌ɹؒ ࣗɹ習ɹ࣌ɹؒ ୯ɹҐɹ਺

講ɹٛ 2࣌ؒʷ 1� ि � ࣌ؒʷ 1� ि 2 ୯Ґ

演ɹ習 2࣌ؒʷ 1� ि 1 ࣌ؒʷ 1� ि 2 ୯Ґ

実ɹ習 2࣌ؒʷ 1� ि 1 ࣌ؒʷ 1� ि 1 ୯Ґ

੍ظֶ．�

ຊ学のत業͸、લظޙ・ظの 。Ε·す͞ࢪに分けて実ظ2
त業Պ໨に͸、そΕͧΕのՊ໨にඞ要な学修ؒظに応じて、લ͋ظるい͸ظޙのΈでऴྃする൒ظՊ໨と、
લظおΑびظޙを௨して行ΘΕる௨年Պ໨、͋るҰ定ؒظに集தして行͏集த講ٛՊ໨が͋Γ·す。

�．तۀՊ໨ͷ෼ྨ

ʢ�ʣमྃཁ݅ʹΑΔ෼ྨ
ඞ 修 Պ ໨� ඞͣཤ修しなけΕ͹なΒないत業Պ໨
બ୒ඞ修Պ໨� 定めΒΕたՊ໨܈のதかΒ֤ࣗがબΜで、ཤ修しなけΕ͹なΒないत業Պ໨
બ ୒ Պ ໨� ֤ࣗがࣗ༝にબΜでཤ修する͜とのできるत業Պ໨
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�．मྃॴཁ୯Ґ͓ΑͼतۀՊ໨Ұཡද

ʢ�ʣमྃཁ݅
ҎԼの �ͭの要݅をຬたしている͜とがඞ要です。
1ɽ修ྃにඞ要な୯Ґを修ಘしている͜と
2ɽ修࢜論จ৹査に合格している͜と
�ɽॴ定の学අを׬ೲしている͜と

ʢ�ʣमྃॴཁ୯Ґ౳Ұཡද
修ྃ要݅をຬたすために͸定めΒΕたؒظ಺にҎԼのҰཡදにΑる୯Ґを修ಘし、修࢜論จ৹査に合

格しなけΕ͹なΓ·ͤΜ。
ຊ学において、修業࠷௿年਺͸ 2年ؒとし、࠷高 �年ؒࡏ੶できる΋のとし·す。
。͸、修業年਺にೖΓ·ͤΜؒظ学ٳ

मྃʹඞཁͳमಘ୯Ґ਺ද
ʤ2�2� 年度ೖ学者ʥ
෹教จԽ専߈ 臨床心理学専߈

۠ɹɹɹɹ分 ୯ɹҐɹ਺ ۠ɹɹɹɹ分 ୯ɹҐɹ਺

ඞ 修 Պ ໨ �୯Ґ ඞ 修 Պ ໨ 2� ୯Ґ

બ୒ඞ修Պ໨ 1� ୯Ґ બ୒ඞ修Պ໨ 12 ୯Ґ

બ ୒ Պ ໨ �୯ҐҎ্ બ ୒ Պ ໨ ᴷɹ

合ɹɹɹɹܭ �� ୯ҐҎ্ 合ɹɹɹɹܭ �2 ୯ҐҎ্

修 ࢜ 論 จ 合ɹɹɹ格 修 ࢜ 論 จ 合ɹɹɹ格

ʢ�ʣतۀՊ໨ͷֶ೥഑౰ʹ͍ͭͯ
ຊ学のत業Պ໨͸、そΕͧΕ学年഑౰にΑͬてཤ修す΂き学年が͞هΕてい·すが、͜Ε͸学修を࠷

΋ޮՌ的に行͑るΑ͏഑ྀ͞Εているためです。したがͬて、ݪଇとして指定͞Εた学年·でにそΕΒ
のत業Պ໨をཤ修してͩ͘͞い。·た、Լڃ学年において্ڃ学年の഑౰Պ໨のཤ修͸認めΒΕ·ͤΜ。
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

2024年度入学者用

人文科学研究科仏教文化専攻授業科目

日本文化史 講義 ❹ 1

日本文化論 講義 ❹ 1

仏教文化特殊講義 講義 4 1・2

仏教文化演習 演習 ⑧ 1・2

仏典講読 講義 4 1・2

日本文化論特殊講義 講義 4 1・2

日本文化論演習 演習 ⑧ 1・2

古典講読 講義 4 1・2

日本美術史特殊講義 講義 4 1・2

日本美術史演習 演習 ⑧ 1・2

日本文化史演習 演習 ⑧ 1・2

古典文学特殊講義 講義 4 1・2

古典文学演習 演習 ⑧ 1・2

日本文化史特殊講義A 講義 ④ 1・2

日本文化史特殊講義B 講義 ④ 1・2

哲学特殊講義 講義 ④ 1・2

比較文化特殊講義Ⅰ 講義 ② 1・2

比較文化特殊講義Ⅱ 講義 ② 1・2

日本文化実習 実習 4 1・2

※単位：　●数字の科目は必修科目、〇数字の科目は選択必修科目です。

仏
 
教
 
文
 
化
 
専
 
攻
 
授
 
業
 
科
 
目

ABのうち1科目を選択必修

4単位を選択必修

備　　考授業区分 単位

演習5科目のうち、1科目を選
択必修、週2時限履修するこ
と

配当
年次

段階の
科　目

科　　　目
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�．मྃॴཁ୯Ґ͓ΑͼतۀՊ໨Ұཡද

ʢ�ʣमྃཁ݅
ҎԼの �ͭの要݅をຬたしている͜とがඞ要です。
1ɽ修ྃにඞ要な୯Ґを修ಘしている͜と
2ɽ修࢜論จ৹査に合格している͜と
�ɽॴ定の学අを׬ೲしている͜と

ʢ�ʣमྃॴཁ୯Ґ౳Ұཡද
修ྃ要݅をຬたすために͸定めΒΕたؒظ಺にҎԼのҰཡදにΑる୯Ґを修ಘし、修࢜論จ৹査に合
格しなけΕ͹なΓ·ͤΜ。
ຊ学において、修業࠷௿年਺͸ 2年ؒとし、࠷高 �年ؒࡏ੶できる΋のとし·す。
。͸、修業年਺にೖΓ·ͤΜؒظ学ٳ

मྃʹඞཁͳमಘ୯Ґ਺ද
ʤ2�2� 年度ೖ学者ʥ
෹教จԽ専߈ 臨床心理学専߈

۠ɹɹɹɹ分 ୯ɹҐɹ਺ ۠ɹɹɹɹ分 ୯ɹҐɹ਺

ඞ 修 Պ ໨ �୯Ґ ඞ 修 Պ ໨ 2� ୯Ґ

બ୒ඞ修Պ໨ 1� ୯Ґ બ୒ඞ修Պ໨ 12 ୯Ґ

બ ୒ Պ ໨ �୯ҐҎ্ બ ୒ Պ ໨ ᴷɹ

合ɹɹɹɹܭ �� ୯ҐҎ্ 合ɹɹɹɹܭ �2 ୯ҐҎ্

修 ࢜ 論 จ 合ɹɹɹ格 修 ࢜ 論 จ 合ɹɹɹ格

ʢ�ʣतۀՊ໨ͷֶ೥഑౰ʹ͍ͭͯ
ຊ学のत業Պ໨͸、そΕͧΕ学年഑౰にΑͬてཤ修す΂き学年が͞هΕてい·すが、͜Ε͸学修を࠷
΋ޮՌ的に行͑るΑ͏഑ྀ͞Εているためです。したがͬて、ݪଇとして指定͞Εた学年·でにそΕΒ
のत業Պ໨をཤ修してͩ͘͞い。·た、Լڃ学年において্ڃ学年の഑౰Պ໨のཤ修͸認めΒΕ·ͤΜ。

��─　　─

େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

2024年度入学者用

人文科学研究科仏教文化専攻授業科目

日本文化史 講義 ❹ 1

日本文化論 講義 ❹ 1

仏教文化特殊講義 講義 4 1・2

仏教文化演習 演習 ⑧ 1・2

仏典講読 講義 4 1・2

日本文化論特殊講義 講義 4 1・2

日本文化論演習 演習 ⑧ 1・2

古典講読 講義 4 1・2

日本美術史特殊講義 講義 4 1・2

日本美術史演習 演習 ⑧ 1・2

日本文化史演習 演習 ⑧ 1・2

古典文学特殊講義 講義 4 1・2

古典文学演習 演習 ⑧ 1・2

日本文化史特殊講義A 講義 ④ 1・2

日本文化史特殊講義B 講義 ④ 1・2

哲学特殊講義 講義 ④ 1・2

比較文化特殊講義Ⅰ 講義 ② 1・2

比較文化特殊講義Ⅱ 講義 ② 1・2

日本文化実習 実習 4 1・2

※単位：　●数字の科目は必修科目、〇数字の科目は選択必修科目です。

仏
 
教
 
文
 
化
 
専
 
攻
 
授
 
業
 
科
 
目

ABのうち1科目を選択必修

4単位を選択必修

備　　考授業区分 単位

演習5科目のうち、1科目を選
択必修、週2時限履修するこ
と

配当
年次

段階の
科　目

科　　　目
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2024年度入学者用

人文科学研究科臨床心理学専攻授業科目

臨床心理学特論Ⅰ 講義 ❷ 1

臨床心理学特論Ⅱ 講義 ❷ 1

臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践Ⅰ） 講義 ❷ 1 〇

臨床心理面接特論Ⅱ 講義 ❷ 1

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） 演習 ❷ 1 〇

臨床心理査定演習Ⅱ 演習 ❷ 1

臨床心理基礎実習Ⅰ 実習 ❶ 1

臨床心理基礎実習Ⅱ 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅠA（心理実践実習Ⅰ） 実習 ① 1 〇  臨床心理基礎実習Ⅰ

臨床心理実習ⅠB（心理実践実習Ⅱ） 実習 ① 2 〇
 臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

 精神医学特講

臨床心理実習ⅠC（心理実践実習Ⅲ） 実習 ① 2 〇
 臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

 精神医学特講

臨床心理実習ⅠD（心理実践実習Ⅳ） 実習 ① 2 〇  臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

臨床心理実習ⅡA 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅡB 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅡC 実習 ❶ 2

臨床心理実習ⅡD 実習 ❶ 2

心理学研究法特講 講義 ② 1

臨床心理学研究法特講 講義 ② 1

人格心理学特講 講義 ② 1･2

認知心理学特講 講義 ② 1

社会心理学特講 講義 ② 1･2

家族心理学特講（家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践Ⅰ）

講義 ② 1･2 〇

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 講義 ② 1･2 〇

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 講義 ② 1･2 〇

精神医学特講（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1 〇

異常心理学特講 講義 ② 1･2

障害者心理学特講（福祉分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1･2 〇

心理療法特講A 講義 ② 1･2

心理療法特講B 講義 ② 1･2

心理療法特講C（心理支援に関する理論と実践Ⅱ） 講義 ② 1･2 〇

心理療法特講D（心理支援に関する理論と実践Ⅲ） 講義 ② 1･2 〇

学校臨床心理特講（教育分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1･2 〇

コミュニティ･アプローチ特講（家族関係・集団・地域社会における
心理支援に関する理論と実践Ⅱ）

講義 ② 1･2 〇

心の健康教育に関する理論と実践 講義 ② 1･2 〇

臨床心理学研究実践Ⅰ 演習 ❶ 1

臨床心理学研究実践Ⅱ 演習 ❶ 2

※単位：　●数字の科目は必修科目、〇数字の科目は選択必修科目です。

臨
 
床
 
心
 
理
 
学
 
専
 
攻
 
授
 
業
 
科
 
目

前期2コマ開講

臨床心理実習ⅠD (心理実践
実習Ⅳ)を含む2科目以上を
選択必修

授業区分 単位
配当
年次

公認心
理師受
験資格

科　　　目

E群より１科目以上を選択必修

C群より1科目以上を選択必修

D群より１科目以上を選択必修

段階の科目 備　　考

A群より1科目以上を選択必修

B群より１科目以上を選択必修
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

�．तɹۀ

ຊ学で͸、1࣌ݶのत業࣌ؒが �� 分となͬてい·す。

ݶ1࣌ ݶ2࣌ ݶ࣌� ݶ࣌� ݶ࣌�

�ɿ�� ʙ 1�ɿ�� 1�ɿ�� ʙ 12ɿ1� 1�ɿ�� ʙ 1�ɿ�� 1�ɿ�� ʙ 1�ɿ1� 1�ɿ2� ʙ 1�ɿ��

�．ग़ܽ੮ͱग़੮ͷॏཁੑ

୯Ґを修ಘするために͸ 1त業Պ໨にͭき、定めΒΕた࣌਺のग़੮がඞ要になΓ·す。なお、実習΍سҾ、
学校ײછ঱でत業をܽ੮した৔合͸、ެܽѻいとなΓ·す。
त業͸、教һと学ੜが௚接人ؒ的な;Ε͋いを௨して学問する৔で͋Γ、学ੜੜ活の基ຊとなる΋のです。

Αͬて、ग़੮ঢ়گ͸成੷ධՁのॏ要な要ૉになΓ·す。
なお、ग़੮ঢ়گにΑͬて͸、定ݧࢼظのडࢿݧ格がな͘なる৔合΍、定ݧࢼظなͲをडݧして΋୯Ґを修

ಘできない৔合が͋Γ·す。

�．तۀͷܽ੮

ʢ�ʣسҾ（ެܽѻいとなΓ·す）
ۙ਌者のڈࢮにΑΓܽ੮した৔合͸、ܽ੮ޙ 1िؒҎ಺にʮܽ੮ਃࠂಧʯに会૴ྱঢ়なͲのॻྨをఴ

෇して教຿՝にఏग़してͩ͘͞い。

忌引の範囲は次のとおりです。
①父・母 ７日
②祖父母・兄弟姉妹 ４日
③おじ・おば、甥・姪など三親等以内の親族 ２日
※休日、祝祭日、大学の休業日を含む連続した日数。

① ①

①
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③ ③

③ ③

③

②

② ② ②

②

曾
祖
父
母

　
　
祖
父
母

　
　
父

　
母

本

　
人

曾
祖
父
母

　
　
祖
父
母

　
　
父

　
母

配
偶
者

配
偶
者

兄
弟
姉
妹

兄
弟
姉
妹

伯
叔
父
母

伯
叔
父
母

　
　
子

　

　
孫

　
　
曾
孫
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甥
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2024年度入学者用

人文科学研究科臨床心理学専攻授業科目

臨床心理学特論Ⅰ 講義 ❷ 1

臨床心理学特論Ⅱ 講義 ❷ 1

臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践Ⅰ） 講義 ❷ 1 〇

臨床心理面接特論Ⅱ 講義 ❷ 1

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） 演習 ❷ 1 〇

臨床心理査定演習Ⅱ 演習 ❷ 1

臨床心理基礎実習Ⅰ 実習 ❶ 1

臨床心理基礎実習Ⅱ 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅠA（心理実践実習Ⅰ） 実習 ① 1 〇  臨床心理基礎実習Ⅰ

臨床心理実習ⅠB（心理実践実習Ⅱ） 実習 ① 2 〇
 臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

 精神医学特講

臨床心理実習ⅠC（心理実践実習Ⅲ） 実習 ① 2 〇
 臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

 精神医学特講

臨床心理実習ⅠD（心理実践実習Ⅳ） 実習 ① 2 〇  臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ

臨床心理実習ⅡA 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅡB 実習 ❶ 1

臨床心理実習ⅡC 実習 ❶ 2

臨床心理実習ⅡD 実習 ❶ 2

心理学研究法特講 講義 ② 1

臨床心理学研究法特講 講義 ② 1

人格心理学特講 講義 ② 1･2

認知心理学特講 講義 ② 1

社会心理学特講 講義 ② 1･2

家族心理学特講（家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践Ⅰ）

講義 ② 1･2 〇

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 講義 ② 1･2 〇

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 講義 ② 1･2 〇

精神医学特講（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1 〇

異常心理学特講 講義 ② 1･2

障害者心理学特講（福祉分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1･2 〇

心理療法特講A 講義 ② 1･2

心理療法特講B 講義 ② 1･2

心理療法特講C（心理支援に関する理論と実践Ⅱ） 講義 ② 1･2 〇

心理療法特講D（心理支援に関する理論と実践Ⅲ） 講義 ② 1･2 〇

学校臨床心理特講（教育分野に関する理論と支援の展開） 講義 ② 1･2 〇

コミュニティ･アプローチ特講（家族関係・集団・地域社会における
心理支援に関する理論と実践Ⅱ）

講義 ② 1･2 〇

心の健康教育に関する理論と実践 講義 ② 1･2 〇

臨床心理学研究実践Ⅰ 演習 ❶ 1

臨床心理学研究実践Ⅱ 演習 ❶ 2

※単位：　●数字の科目は必修科目、〇数字の科目は選択必修科目です。
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目

前期2コマ開講

臨床心理実習ⅠD (心理実践
実習Ⅳ)を含む2科目以上を
選択必修

授業区分 単位
配当
年次

公認心
理師受
験資格

科　　　目

E群より１科目以上を選択必修

C群より1科目以上を選択必修

D群より１科目以上を選択必修

段階の科目 備　　考

A群より1科目以上を選択必修

B群より１科目以上を選択必修
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ຊ学で͸、1࣌ݶのत業࣌ؒが �� 分となͬてい·す。
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୯Ґを修ಘするために͸ 1त業Պ໨にͭき、定めΒΕた࣌਺のग़੮がඞ要になΓ·す。なお、実習΍سҾ、
学校ײછ঱でत業をܽ੮した৔合͸、ެܽѻいとなΓ·す。
त業͸、教һと学ੜが௚接人ؒ的な;Ε͋いを௨して学問する৔で͋Γ、学ੜੜ活の基ຊとなる΋のです。
Αͬて、ग़੮ঢ়گ͸成੷ධՁのॏ要な要ૉになΓ·す。
なお、ग़੮ঢ়گにΑͬて͸、定ݧࢼظのडࢿݧ格がな͘なる৔合΍、定ݧࢼظなͲをडݧして΋୯Ґを修
ಘできない৔合が͋Γ·す。

�．तۀͷܽ੮

ʢ�ʣسҾ（ެܽѻいとなΓ·す）
ۙ਌者のڈࢮにΑΓܽ੮した৔合͸、ܽ੮ޙ 1िؒҎ಺にʮܽ੮ਃࠂಧʯに会૴ྱঢ়なͲのॻྨをఴ

෇して教຿՝にఏग़してͩ͘͞い。

忌引の範囲は次のとおりです。
①父・母 ７日
②祖父母・兄弟姉妹 ４日
③おじ・おば、甥・姪など三親等以内の親族 ２日
※休日、祝祭日、大学の休業日を含む連続した日数。
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ʢ�ʣ࣮शʢެܽѻ͍ͱͳΓ·͢ʣ
学֎実習にΑΓܽ੮した৔合͸、実習୲౰教һの指ࣔにैͬてͩ͘͞い。

ʢ�ʣֶײߍછ঱ʢެܽѻ͍ͱͳΓ·͢ʣ
学校保健҆શ法ࢪ行نଇに定めるײછ঱にかかͬた৔合͸、学಺でのײછ֦େを๷͙ためにग़੮ఀࢭ

となΓ·す。ग़੮ఀؒظࢭのत業ܽ੮͸ެܽの対৅となΓ·すので、࣏༊ޙ、ొ校Մೳ೔かΒݪଇ 1ि
ؒҎ಺に、ඞ要߲ࣄがهೖ͞Εたʮ学校ײછ঱ొ校ڐՄॻʯを教຿՝΁ఏग़してͩ͘͞い。ʮ学校ײછ
঱ొ校ڐՄॻʯ͸,0.A+0ポーλϧΑΓμ΢ンローυ·た͸、ʮ学ੜੜ活ΨΠυʯのר຤ΑΓA�α
Πζにコϐーして࢖༻してͩ͘͞い。ʮ学校ײછ঱ొ校ڐՄॻʯの಺༰にෆඋが͋るとड理できない৔
合が͋Γ·す。ެܽਃ੥खଓきのৄࡉ͸、,0.A+0ポーλϧのࣔܝを֬認してͩ͘͞い。

ଇୈنߦࢪอ݈҆શ๏ߍછ঱ͷछྨʢֶײߍֶ �� ৚ΑΓൈਮʣ
ୈҰछɹ�ΤϘϥग़݂೤、Ϋリミア・コンΰग़݂೤、౱ᚃ、ೆถग़݂೤、ϖスト、マーϧϒϧάප、ϥο

α೤、ੑٸփന਷Ԍ、δϑテリア、ॏ঱ثٵݺੑٸ঱ީ܈（පݪମがϕーλコロφ΢Πϧスଐ
4A34 コロφ΢ΠϧスにΑる΋のにݶる）、த౦ثٵݺ঱ީ܈（පݪମがϕーλコロφ΢Πϧ
スଐ.&34コロφ΢Πϧスで͋る΋のにݶる）、特定ௗΠンϑϧΤンβ（ײછ঱の༧๷おΑび
Πンϑϧܕ定する特定ௗΠンϑϧΤンβ）おΑび৽ن者に対する医療に関する法཯にױછ঱ײ
Τンβ౳ײછ঱

ୈೋछɹ�ΠンϑϧΤンβ（特定ௗΠンϑϧΤンβおΑび৽ܕΠンϑϧΤンβ౳ײછ঱をআ͘）、ඦ೔֏、
ຑ਄（͸しか）、ྲྀ行ੑࣖԼથԌ（おた;͘かͥ）、෩਄（�೔͹しか）、ਫ౱（ਫ΅͏そ͏）、
Һ಄݁ບ೤（プーϧ೤）、݁ ֩、਷ບԌੑە਷ບԌ、৽ܕコロφ΢Πϧスײછ঱（පݪମがϕー
λコロφ΢Πϧスଐのコロφ΢Πϧスで͋る΋のにݶる）

ୈࡾछɹ�コϨϥ、ੑەࡉ੺ཀྵ、௎؅ग़݂ੑେ௎ײەછ঱、௎チϑス、ύϥチϑス、ྲྀ行ੑ֯݁ບԌ、ٸ
ੑग़݂ੑ݁ບԌ、༹࿈ײەછ঱、఻છੑ୯֩ٿ঱（΢Πϧスੑ؊Ԍ）、マΠコプϥζマײછ঱、
ྲྀ行ੑᅅుԼཀྵ঱（ײછੑң௎Ԍ）なͲ

ʢ�ʣब৬׆ಈʢݪଇެܽѻ͍Ͱ͸͋Γ·ͤΜʣ
ब৬活ಈのためにܽ੮する（した）৔合͸、ݪଇެܽѻいに͸なΓ·ͤΜ。ग़ܽのѻいにͭいて͸त

業୲౰教һ΁相談してͩ͘͞い。

ʢ�ʣͦͷଞ΍ΉΛಘͳ͍ࣄ৘Ͱܽ੮する（した）৔߹͸ɺ学ੜ支援՝΁相談してͩ͘͞いɻ

ߨɹٳ．9

୲౰教һが΍Ήをಘͣत業をٳΉ৔合͸、,0.A+0ポーλϧおΑびిࣔܝࢠ൘にΑΓ࿈བྷし·す。
��、講の知Βͤがな͘ٳ 分ܦաして΋教һがདྷない৔合͸、教຿՝に࿈བྷして指ࣔをडけてͩ͘͞い。

��─　　─

େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

1�．ิɹߨ

ิ講͸、ٳ講なͲにΑΓत業のे分なਐ度がಘΒΕない৔合に行ΘΕる΋ので、ਖ਼نのत業です。௨常͸、
ิ講ظ （ؒ,0.A+0ポーλϧのスέδューϧࢀর）に実ࢪし·すが、そΕҎ֎に΋行ΘΕる৔合が͋るので、
ͭͶにࣔܝを֬認してͩ͘͞い。

11．ֶੜにΑΔतۀධՁ

ຊ学で͸、ΑΓΑいत業の実ࢪのため、学ੜにΑるत業ධՁを実ࢪしてい·す。
ධՁ͸Պ໨͝とのアンέートࣜܗで、ؒظを定めて,0.A+0�ポーλϧを௨じて実ࢪしてい·す。ࣗ༝

。ड़してͩ͘͞いه要๬なͲにͭいて、ݟड़ཝに͸त業のྑかͬた఺΍意ه
アンέート͸ແࣜํ໊هで行͏ので、ݸ人が特定͞Εる͜と΍、成੷なͲのධՁに൓ө͞Εる͜と͸Ұ੾

͋Γ·ͤΜ。͋なたのײじた͜とを཰௚に౴͑てͩ͘͞い。

1�．तۀՊ໨ཤम্ͷ஫ҙ

ʢ�ʣཤमͷొ࿥Λ͍ͯ͠ͳ͍तۀՊ໨͸ड͢ߨΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ
ʢ�ʣಉҰͷ࣌ؒ಺ʹ �ͭҎ্ͷतۀՊ໨Λཤम͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
ʢ�ʣஈ֊ͷՊ໨ͱ͸ɺલఏͱͳΔՊ໨ͷऔಘ͕ͦͷՊ໨ͷཤमʹඞཁͱͳΔՊ໨Ͱ͢ɻ

1�．੒੷ධՁ

ཤ修したत業Պ໨の成੷ධՁ͸、ݧࢼ（චݧࢼه、論จ、Ϩポート、ޱड़ݧࢼなͲ）にΑΓ行い·す。
成੷ධՁ（఺਺）にͭいて͸࣍のදにΑΓ·す。

ධՁ（఺਺） 1�� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ఺ҎԼ
成 ੷ ධ Ձ ल ༏ ྑ Մ ෆՄ
୯ Ґ 認 定 合ɹɹ格 ෆ合格

त業にग़੮ෆྑの者͸ݧࢼをडݧする͜とができ·ͤΜ。

1�．म࢜࿦จについて

ʢ�ʣ�� ೥࣍ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·ͰʹɺܭڀݚըॻΛఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻࢦڀݚಋڭһ͸͜ͷܭڀݚըॻʹ
ఆ͠·͢ɻܾ͍ͯͮج

ʢ�ʣ�� ೥࣍ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·ͰʹɺࢦڀݚಋڭһͷঝೝҹΛಘͯɺम࢜࿦จ୊໨ಧΛఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ʢ�ʣ�म࢜࿦จͷఏग़͸ �೥࣍ �� ݄ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·Ͱͱ͠ɺ�೥໨Ҏ߱ʹఏग़͢Δ৔߹ɺ�݄ͱ �� ݄

ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·Ͱͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣम࢜࿦จͷఏग़͸ �෦ʢओࠪ༻ɾ෭ࠪ༻ʣͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣʢ�ʣɺʢ�ʣɺʢ�ʣɺʢ�ʣͷఏग़ઌ͸ڭ຿՝ͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣ�म࢜࿦จͷ৹ࠪ͸ʮۨ୔ঁࢠେֶେֶӃਓจՊֶڀݚՊֶҐ࿦จ৹ࠪنఔʯʹߦ͍ͯͮجΘΕɺධՁ

͸߹֨·ͨ͸ෆ߹֨ͷ͍ͣΕ͔ͱ͠·͢ɻ
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ʢ�ʣ࣮शʢެܽѻ͍ͱͳΓ·͢ʣ
学֎実習にΑΓܽ੮した৔合͸、実習୲౰教һの指ࣔにैͬてͩ͘͞い。

ʢ�ʣֶײߍછ঱ʢެܽѻ͍ͱͳΓ·͢ʣ
学校保健҆શ法ࢪ行نଇに定めるײછ঱にかかͬた৔合͸、学಺でのײછ֦େを๷͙ためにग़੮ఀࢭ
となΓ·す。ग़੮ఀؒظࢭのत業ܽ੮͸ެܽの対৅となΓ·すので、࣏༊ޙ、ొ校Մೳ೔かΒݪଇ 1ि
ؒҎ಺に、ඞ要߲ࣄがهೖ͞Εたʮ学校ײછ঱ొ校ڐՄॻʯを教຿՝΁ఏग़してͩ͘͞い。ʮ学校ײછ
঱ొ校ڐՄॻʯ͸,0.A+0ポーλϧΑΓμ΢ンローυ·た͸、ʮ学ੜੜ活ΨΠυʯのר຤ΑΓA�α
Πζにコϐーして࢖༻してͩ͘͞い。ʮ学校ײછ঱ొ校ڐՄॻʯの಺༰にෆඋが͋るとड理できない৔
合が͋Γ·す。ެܽਃ੥खଓきのৄࡉ͸、,0.A+0ポーλϧのࣔܝを֬認してͩ͘͞い。

ଇୈنߦࢪอ݈҆શ๏ߍછ঱ͷछྨʢֶײߍֶ �� ৚ΑΓൈਮʣ
ୈҰछɹ�ΤϘϥग़݂೤、Ϋリミア・コンΰग़݂೤、౱ᚃ、ೆถग़݂೤、ϖスト、マーϧϒϧάප、ϥο

α೤、ੑٸփന਷Ԍ、δϑテリア、ॏ঱ثٵݺੑٸ঱ީ܈（පݪମがϕーλコロφ΢Πϧスଐ
4A34 コロφ΢ΠϧスにΑる΋のにݶる）、த౦ثٵݺ঱ީ܈（පݪମがϕーλコロφ΢Πϧ
スଐ.&34コロφ΢Πϧスで͋る΋のにݶる）、特定ௗΠンϑϧΤンβ（ײછ঱の༧๷おΑび
Πンϑϧܕ定する特定ௗΠンϑϧΤンβ）おΑび৽ن者に対する医療に関する法཯にױછ঱ײ
Τンβ౳ײછ঱

ୈೋछɹ�ΠンϑϧΤンβ（特定ௗΠンϑϧΤンβおΑび৽ܕΠンϑϧΤンβ౳ײછ঱をআ͘）、ඦ೔֏、
ຑ਄（͸しか）、ྲྀ行ੑࣖԼથԌ（おた;͘かͥ）、෩਄（�೔͹しか）、ਫ౱（ਫ΅͏そ͏）、
Һ಄݁ບ೤（プーϧ೤）、݁ ֩、਷ບԌੑە਷ບԌ、৽ܕコロφ΢Πϧスײછ঱（පݪମがϕー
λコロφ΢Πϧスଐのコロφ΢Πϧスで͋る΋のにݶる）

ୈࡾछɹ�コϨϥ、ੑەࡉ੺ཀྵ、௎؅ग़݂ੑେ௎ײەછ঱、௎チϑス、ύϥチϑス、ྲྀ行ੑ֯݁ບԌ、ٸ
ੑग़݂ੑ݁ບԌ、༹࿈ײەછ঱、఻છੑ୯֩ٿ঱（΢Πϧスੑ؊Ԍ）、マΠコプϥζマײછ঱、
ྲྀ行ੑᅅుԼཀྵ঱（ײછੑң௎Ԍ）なͲ

ʢ�ʣब৬׆ಈʢݪଇެܽѻ͍Ͱ͸͋Γ·ͤΜʣ
ब৬活ಈのためにܽ੮する（した）৔合͸、ݪଇެܽѻいに͸なΓ·ͤΜ。ग़ܽのѻいにͭいて͸त
業୲౰教һ΁相談してͩ͘͞い。

ʢ�ʣͦͷଞ΍ΉΛಘͳ͍ࣄ৘Ͱܽ੮する（した）৔߹͸ɺ学ੜ支援՝΁相談してͩ͘͞いɻ

ߨɹٳ．9

୲౰教һが΍Ήをಘͣत業をٳΉ৔合͸、,0.A+0ポーλϧおΑびిࣔܝࢠ൘にΑΓ࿈བྷし·す。
��、講の知Βͤがな͘ٳ 分ܦաして΋教һがདྷない৔合͸、教຿՝に࿈བྷして指ࣔをडけてͩ͘͞い。
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

1�．ิɹߨ

ิ講͸、ٳ講なͲにΑΓत業のे分なਐ度がಘΒΕない৔合に行ΘΕる΋ので、ਖ਼نのत業です。௨常͸、
ิ講ظ （ؒ,0.A+0ポーλϧのスέδューϧࢀর）に実ࢪし·すが、そΕҎ֎に΋行ΘΕる৔合が͋るので、
ͭͶにࣔܝを֬認してͩ͘͞い。

11．ֶੜにΑΔतۀධՁ

ຊ学で͸、ΑΓΑいत業の実ࢪのため、学ੜにΑるत業ධՁを実ࢪしてい·す。
ධՁ͸Պ໨͝とのアンέートࣜܗで、ؒظを定めて,0.A+0�ポーλϧを௨じて実ࢪしてい·す。ࣗ༝
。ड़してͩ͘͞いه要๬なͲにͭいて、ݟड़ཝに͸त業のྑかͬた఺΍意ه
アンέート͸ແࣜํ໊هで行͏ので、ݸ人が特定͞Εる͜と΍、成੷なͲのධՁに൓ө͞Εる͜と͸Ұ੾
͋Γ·ͤΜ。͋なたのײじた͜とを཰௚に౴͑てͩ͘͞い。

1�．तۀՊ໨ཤम্ͷ஫ҙ

ʢ�ʣཤमͷొ࿥Λ͍ͯ͠ͳ͍तۀՊ໨͸ड͢ߨΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ
ʢ�ʣಉҰͷ࣌ؒ಺ʹ �ͭҎ্ͷतۀՊ໨Λཤम͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
ʢ�ʣஈ֊ͷՊ໨ͱ͸ɺલఏͱͳΔՊ໨ͷऔಘ͕ͦͷՊ໨ͷཤमʹඞཁͱͳΔՊ໨Ͱ͢ɻ

1�．੒੷ධՁ

ཤ修したत業Պ໨の成੷ධՁ͸、ݧࢼ（චݧࢼه、論จ、Ϩポート、ޱड़ݧࢼなͲ）にΑΓ行い·す。
成੷ධՁ（఺਺）にͭいて͸࣍のදにΑΓ·す。

ධՁ（఺਺） 1�� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ʙ �� ఺ �� ఺ҎԼ
成 ੷ ධ Ձ ल ༏ ྑ Մ ෆՄ
୯ Ґ 認 定 合ɹɹ格 ෆ合格

त業にग़੮ෆྑの者͸ݧࢼをडݧする͜とができ·ͤΜ。

1�．म࢜࿦จについて

ʢ�ʣ�� ೥࣍ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·ͰʹɺܭڀݚըॻΛఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻࢦڀݚಋڭһ͸͜ͷܭڀݚըॻʹ
ఆ͠·͢ɻܾ͍ͯͮج

ʢ�ʣ�� ೥࣍ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·ͰʹɺࢦڀݚಋڭһͷঝೝҹΛಘͯɺम࢜࿦จ୊໨ಧΛఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ʢ�ʣ�म࢜࿦จͷఏग़͸ �೥࣍ �� ݄ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·Ͱͱ͠ɺ�೥໨Ҏ߱ʹఏग़͢Δ৔߹ɺ�݄ͱ �� ݄

ͷࢦఆ͞Εͨ೔࣌·Ͱͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣम࢜࿦จͷఏग़͸ �෦ʢओࠪ༻ɾ෭ࠪ༻ʣͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣʢ�ʣɺʢ�ʣɺʢ�ʣɺʢ�ʣͷఏग़ઌ͸ڭ຿՝ͱ͠·͢ɻ
ʢ�ʣ�म࢜࿦จͷ৹ࠪ͸ʮۨ୔ঁࢠେֶେֶӃਓจՊֶڀݚՊֶҐ࿦จ৹ࠪنఔʯʹߦ͍ͯͮجΘΕɺධՁ

͸߹֨·ͨ͸ෆ߹֨ͷ͍ͣΕ͔ͱ͠·͢ɻ
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1�．म࢜࿦จࣥචཁ߲

ʢ෹ڭจԽઐ߈ʣ
。成してͩ͘͞い（खॻきෆՄ）࡞͸ϫープロιϑトでߘݪ（1）
਺͸ॎॻき͸ࣈαΠζ͸A�൛とし、1ทのࢴ༺（2） �2 行ʷ 2� ԣॻき͸、ࣈ �2 ʷࣈ 2� 行としてͩ͘͞い。
（�）�ϑΥントαΠζ 12 ポΠントでೖ力してͩ͘͞い。
（�）修࢜論จのߏ成͸、දࢴ、໨࣍、ຊจ（��
��� 。とし·すࢴཪද、ݙจߟࢀ・Ҏ্）、மࣈ
（�）�Ҿ༻΋し͘͸ࢀরした論จのஶ者、ग़య、ൃ行年、·たҾ༻したࢿྉのग़య、ൃ行年なͲ͸、மで໌

ࣔしてͩ͘͞い。
（�）修࢜論จ͸ൢࢢのϑΝΠϧで௲じてͩ͘͞い。
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

ʢྟচ৺ཧֶઐ߈ʣ
。成してͩ͘͞い（खॻきෆՄ）࡞͸ϫープロιϑトでߘݪ（1）
਺͸ࣈαΠζ͸A�൛とし、1ทのࢴ༺（2） �2 ʷࣈ 2� 行（��� 。としてͩ͘͞い（ࣈ
（�）ϑΥントαΠζ 12 ポΠントでೖ力し、ԣॻきとし·す。
（�）修࢜論จのߏ成͸、දࢴ、த൶、論จ要ࢫ、໨࣍、ຊจ（�� ทఔ度）、จݙ、ཪදࢴとし·す。
（�）�จݙのදهおΑび্هҎ֎のࣥචにͭいて͸、ʮ心理学研究ɹࣥච・౤ߘのखҾきʯ（೔ຊ心理学会ൃ

行の࠷৽൛）に४ڌしてͩ͘͞い。
（�）修࢜論จ͸ൢࢢのϑΝΠϧで௲じてͩ͘͞い。
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1�．म࢜࿦จࣥචཁ߲

ʢ෹ڭจԽઐ߈ʣ
。成してͩ͘͞い（खॻきෆՄ）࡞͸ϫープロιϑトでߘݪ（1）
਺͸ॎॻき͸ࣈαΠζ͸A�൛とし、1ทのࢴ༺（2） �2 行ʷ 2� ԣॻき͸、ࣈ �2 ʷࣈ 2� 行としてͩ͘͞い。
（�）�ϑΥントαΠζ 12 ポΠントでೖ力してͩ͘͞い。
（�）修࢜論จのߏ成͸、දࢴ、໨࣍、ຊจ（��
��� 。とし·すࢴཪද、ݙจߟࢀ・Ҏ্）、மࣈ
（�）�Ҿ༻΋し͘͸ࢀরした論จのஶ者、ग़య、ൃ行年、·たҾ༻したࢿྉのग़య、ൃ行年なͲ͸、மで໌

ࣔしてͩ͘͞い。
（�）修࢜論จ͸ൢࢢのϑΝΠϧで௲じてͩ͘͞い。
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

ʢྟচ৺ཧֶઐ߈ʣ
。成してͩ͘͞い（खॻきෆՄ）࡞͸ϫープロιϑトでߘݪ（1）
਺͸ࣈαΠζ͸A�൛とし、1ทのࢴ༺（2） �2 ʷࣈ 2� 行（��� 。としてͩ͘͞い（ࣈ
（�）ϑΥントαΠζ 12 ポΠントでೖ力し、ԣॻきとし·す。
（�）修࢜論จのߏ成͸、දࢴ、த൶、論จ要ࢫ、໨࣍、ຊจ（�� ทఔ度）、จݙ、ཪදࢴとし·す。
（�）�จݙのදهおΑび্هҎ֎のࣥචにͭいて͸、ʮ心理学研究ɹࣥච・౤ߘのखҾきʯ（೔ຊ心理学会ൃ

行の࠷৽൛）に४ڌしてͩ͘͞い。
（�）修࢜論จ͸ൢࢢのϑΝΠϧで௲じてͩ͘͞い。
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1�．म࢜࿦จ৹ࠪج४

ʢ�ʣڀݚςʔϚ
ᶃ研究テーマが学術的・社会的意ٛを;·͑ద੾にઃ定͞Εているか。

ʢ�ʣํڀݚ๏
ᶃ研究テーマに関するઌ行研究にͭいてे分に理ղした͏͑で、問題ઃ定がద੾にな͞Εているか。
ᶄཱ論にඞ要なࢿྉ΍デーλのऩ集がద੾に行ΘΕているか。·た、ಘΒΕたࢿྉ΍デーλのॲ理・
分析がద੾に行ΘΕているか。

ʢ�ʣڀݚ੒Ռ
ᶃ論จの݁論においてΦリδφリティが認めΒΕるか。
ᶄ論จのষཱて΍展開が論理的にな͞Ε、論ࢫがద੾にఏࣔ͞Εているか。
ᶅ໨࣍・Ҿ༻・஫ه・ਤදなͲにͭいて、学術論จとしてのମࡋが੔͑ΒΕているか。

ʢ�ʣྙཧత഑ྀ
ᶃ研究ํ法΍研究対৅に関してྙ理的഑ྀがな͞Εているか。
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େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

1�．ެೝ৺ཧࢣͷड֨ࢿݧͷऔಘについて

ެ認心理ࢣ͸、心理学に関する専門的知識おΑび技術を΋ͬて心理支援なͲを行͏ࠃ家ࢿ格（ओ຿େਉ͸
จ෦Պ学େਉおΑびްੜ労働େਉ）です。
ຊେ学Ӄ臨床心理学専߈修࢜՝ఔで͸、2�1� 年度ΑΓ、ެ認心理ࢣとなるためにඞ要で͋ると定めΒΕ

たେ学ӃՊ໨に対応したΧリΩュϥϜを開講してい·す。
のࣔすΧリΩュϥϜに対応して、ຊେ学Ӄで͸ԼදのՊ໨をઃ定してい·す。ຊେ学Ӄのࠃ�（1） 2�1� 年

度Ҏ߱ೖ学者がެ認心理ࢣのࠃ家ݧࢼのडࢿݧ格をಘるために͸、Լදの 1ʙ 1� に͋たる 1� Պ໨（ᶃ
ʙᶒ）す΂てをཤ修し、୯Ґをऔಘするඞ要が͋Γ·す。たͩし、डࢿݧ格をಘるために͸、େ学Ӄ
ͩけでな͘、学෦での指定Պ໨の୯Ґऔಘ΋ඞ要で͋Γ、そのࢿ格をॆたしているかͲ͏かにͭいて
͸、֤ࣗग़਎େ学で֬認してͩ͘͞い。

େ学Ӄでඞ要なՊ໨໊
（จ෦Պ学লྩ・ްੜ労働লྩで定める΋の）

対応するຊ学臨床心理学専߈のՊ໨໊

1 保健医療分野に関する理論と支援の展開 ᶃɹ精神医学特講（保健医療分野に関する理論と支援の展開）

2 福祉分野に関する理論と支援の展開 ᶄɹ障害者心理学特講（福祉分野に関する理論と支援の展開）

� 教育分野に関する理論と支援の展開 ᶅɹ学校臨床心理特講（教育分野に関する理論と支援の展開）

� 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 ᶆɹ司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

� 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 ᶇɹ産業・労働分野に関する理論と支援の展開

� 心理的アセスメントに関する理論と実践 ᶈɹ�臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実
践）

� 心理支援に関する理論と実践 ᶉɹ臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践Ⅰ）
ᶊɹ心理療法特講C（心理支援に関する理論と実践Ⅱ）
ᶋɹ心理療法特講D（心理支援に関する理論と実践Ⅲ）

� 家族関係・集団・地域社会における�
心理支援に関する理論と実践

ᶌɹ�家族心理学特講（家族関係・集団・地域社会における心理支
援に関する理論と実践Ⅰ）

ᶍɹ�コミュニティ・アプローチ特講（家族関係・集団・地域社会
における心理支援に関する理論と実践Ⅱ）

� 心の健康教育に関する理論と実践 ᶎɹ心の健康教育に関する理論と実践

1� 心理実践実習 ᶏɹ臨床心理実習ⅠA（心理実践実習Ⅰ）
ᶐɹ臨床心理実習ⅠB（心理実践実習Ⅱ）
ᶑɹ臨床心理実習ⅠC（心理実践実習Ⅲ）
ᶒɹ臨床心理実習ⅠD（心理実践実習Ⅳ）

（2）�臨床心理実習ⅠAʙD（心理実践実習ⅠʙⅣ）において͸、学಺ࢪઃおΑびओ要 �分野の͏ͪ �分
野の学֎ࢪઃでの実習を行い·す。実習͸ ��� ࣌ؒҎ্、͏ͪ、୲౰έースに関する実習の࣌ؒが
2�� ࣌ؒҎ্ඞ要と͞Εてい·す。実習分野・ػ関、実習࣌ؒ、実習಺༰なͲにͭいて、ຖճඞͣ実
習೔ࢽをͭけて؅理しなけΕ͹なΓ·ͤΜ。
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1�．ྟচ৺ཧ࢜ͷड֨ࢿݧͷऔಘについて

臨床心理࢜͸、จ෦Պ学লॴ؅のެӹࡒ団法人೔ຊ臨床心理࢜ࢿ格認定ڠ会（ҎԼ、認定ڠ会とい͏）が
認定する臨床心理業຿にかかΘるެ的ࢿ格です。
ຊେ学Ӄ臨床心理学専߈修࢜՝ఔ͸、臨床心理࢜養成のୈ 1छ指定校として認定ڠ会ΑΓ 2��� 年に認定
をडけ、開ઃ͞Ε·した。

（1）認定ڠ会のࣔすΧリΩュϥϜにのͬとͬて、ຊେ学Ӄで͸、ҎԼのΑ͏なՊ໨をઃ定してい·す。
ᶃඞ修Պ໨・୯Ґ
���� ೥౓ೖֶऀ
ɹ臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ�ʜʜʜʜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�୯Ґ
ɹ臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践Ⅰ）・Ⅱ�ʜʜʜʜʜ�୯Ґ
ɹ臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）・Ⅱ�ʜ� ୯Ґ
ɹ臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ�ʜʜʜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2୯Ґ
ɹ臨床心理実習ⅠAʙD（心理実践実習ⅠʙⅣ）�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2୯Ґ（�� ࣌ؒ）
ɹ臨床心理実習ⅡAʙD� ʜʜʜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�୯Ґ

ᶄબ୒ඞमՊ໨܈
ɹલ߲ᶃに定めるඞ修Պ໨Ҏ֎の臨床心理学·た͸そのۙ接領域に関࿈するत業Պ໨（実習をؚΉ）
͸、実習、おΑび、ҎԼのAʙ 。の領域に関࿈するՊ໨とし·す܈&
���� ೥౓ೖֶऀ
ɹ臨床心理実習ⅠAʙD（心理実践実習ⅠʙⅣ）の͏ͪ、�
ɹⅠD（心理実践実習Ⅳ）をؚΉ 2Պ໨Ҏ্ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2୯Ґ（�� ࣌ؒ）Ҏ্
ɹA܈ɹ心理学研究法特講、臨床心理学研究法特講
ɹB܈ɹ人格心理学特講、認知心理学特講
ɹC܈ɹ�社会心理学特講、家族心理学特講（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する

理論と実践Ⅰ）
ɹD܈ɹ�精神医学特講（保健医療分野に関する理論と支援の展開）、異常心理学特講、障害者心理

学特講（福祉分野に関する理論と支援の展開）
ɹ&܈ɹ心理療法特講Aʙ B

（2）�指定͞Εたେ学Ӄ研究Պ専߈・՝ఔ（コース・領域）͸、ҎԼの֤߸をॆたすӃੜに対し、ࢿ格認定
のためのडࢿݧ格に関するূ໌ॻをൃ行する͜とができ·す。
ᶃඞ修Պ໨かΒ �Պ໨ 2� ୯Ґ、ඞ修બ୒Պ໨܈（A、B、C、D、&）かΒそΕͧΕ 2୯ҐҎ্、ܭ
1� ୯ҐҎ্、合ܭ 2� ୯ҐҎ্を修ಘしている͜と。

ᶄ修࢜論จのテーマと಺༰が臨床心理学に関࿈する΋ので͋る͜と。
ᶅ౰֘指定修࢜՝ఔを修ྃした者。

臨床心理࢜のडࢿݧ格をऔಘしΑ͏とする৔合に͸、と͘に、্ 。のᶃ、ᶄにཹ意してͩ͘͞い（2）ه

��─　　─

େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

19．シラバスについて

シϥόス͸,0.A+0ポーλϧで֬認する͜とができ·す。
⨎　Պ໨෼ྨ
Պ໨分ྨ͸、֤Պ໨の֓要を �ܻの਺ࣈでࣔした΋のです。
①②③ ─④⑤⑥ ─⑦⑧

① 1������� のҐʲ学෦ʳ
1 人ؒ総合学܈
2 人ؒ健康学෦
� 学෦ޢ؃
� େ学Ӄ人จՊ学研究Պ

② 1������ のҐʲ学ྨ・学Պʳ
� 学ྨ・学ՊにかかΘΒない（஫ɿ人ؒ総合学܈教養Պ໨・େ学Ӄ）
1 人ؒจԽ学ྨʗ健康ӫ養学Պʗޢ؃学Պ
2 観ޫจԽ学ྨ
� 心理学ྨ
� ॅۭؒデβΠン学ྨ

③ 1����� のҐʲ専߈・コースʳ
� 専߈・コースにかかΘΒない
1 ೔ຊจԽ専߈ʗコースA�（ॅۭؒ）ʗ෹教จԽ専߈
2 人ؒ関係専߈ʗコースB�（ॅۭؒ）ʗ臨床心理学専߈
� ӳޠコミュニέーシϣン専߈

（ϋΠϑン）

④ 1���� のҐʲछผʳ
1 教養教育Պ໨
2 専門基礎Պ໨
� 専門教育Պ໨（஫ɿ人ؒ総合）ʗ専門Պ໨（஫ɿ人ؒ健康・ޢ؃。人ؒ健康のʮ臨床心理関࿈Պ໨ʯ΋）
� 格Պ໨（修ྃॴ要୯Ґにؚ·Εない）ࢿ
� その他のՊ໨（஫ɿݱঢ়で実ࡍに͸֘౰Պ໨͸ない）

⑤ 1��� のҐʲඞ・બ （r修ྃॴ要୯Ґ）
1 ඞ修Պ໨
2 બ୒ඞ修Պ໨
� બ୒Պ໨

⑥ 1�� のҐʲࢿ格ʳ
� 格औಘに͸関ΘΒないࢿ
1 ԿΒかのࢿ格औಘに関Θる

（ϋΠϑン）

⑦ 1� のҐʲ۠分ʳ
1 講ٛ
2� 演習・実習・実技（஫ɿ人ؒ総合）ʗ演習・実習・実ݧ（஫ɿ人ؒ健康）ʗ演習（஫ɿޢ؃・େ学Ӄ）
� 実習・実ݧ（஫ɿ人ؒ健康）ʗ実習（஫ɿޢ؃学෦・େ学Ӄ）

⑧ 1 のҐʲஈ֊ʳ
1 1 年࣍かΒཤ修Մೳ
2 2 年࣍かΒཤ修Մೳ
� � 年࣍かΒཤ修Մೳ
� � 年࣍かΒཤ修Մೳ
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ɹ臨床心理実習ⅠAʙD（心理実践実習ⅠʙⅣ）�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2୯Ґ（�� ࣌ؒ）
ɹ臨床心理実習ⅡAʙD� ʜʜʜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�୯Ґ

ᶄબ୒ඞमՊ໨܈
ɹલ߲ᶃに定めるඞ修Պ໨Ҏ֎の臨床心理学·た͸そのۙ接領域に関࿈するत業Պ໨（実習をؚΉ）
͸、実習、おΑび、ҎԼのAʙ 。の領域に関࿈するՊ໨とし·す܈&
���� ೥౓ೖֶऀ
ɹ臨床心理実習ⅠAʙD（心理実践実習ⅠʙⅣ）の͏ͪ、�
ɹⅠD（心理実践実習Ⅳ）をؚΉ 2Պ໨Ҏ্ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2୯Ґ（�� ࣌ؒ）Ҏ্
ɹA܈ɹ心理学研究法特講、臨床心理学研究法特講
ɹB܈ɹ人格心理学特講、認知心理学特講
ɹC܈ɹ�社会心理学特講、家族心理学特講（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する

理論と実践Ⅰ）
ɹD܈ɹ�精神医学特講（保健医療分野に関する理論と支援の展開）、異常心理学特講、障害者心理

学特講（福祉分野に関する理論と支援の展開）
ɹ&܈ɹ心理療法特講Aʙ B

（2）�指定͞Εたେ学Ӄ研究Պ専߈・՝ఔ（コース・領域）͸、ҎԼの֤߸をॆたすӃੜに対し、ࢿ格認定
のためのडࢿݧ格に関するূ໌ॻをൃ行する͜とができ·す。
ᶃඞ修Պ໨かΒ �Պ໨ 2� ୯Ґ、ඞ修બ୒Պ໨܈（A、B、C、D、&）かΒそΕͧΕ 2୯ҐҎ্、ܭ
1� ୯ҐҎ্、合ܭ 2� ୯ҐҎ্を修ಘしている͜と。
ᶄ修࢜論จのテーマと಺༰が臨床心理学に関࿈する΋ので͋る͜と。
ᶅ౰֘指定修࢜՝ఔを修ྃした者。

臨床心理࢜のडࢿݧ格をऔಘしΑ͏とする৔合に͸、と͘に、্ 。のᶃ、ᶄにཹ意してͩ͘͞い（2）ه

��─　　─

େ学ӃͷཤमͷྲྀΕ

19．シラバスについて

シϥόス͸,0.A+0ポーλϧで֬認する͜とができ·す。
⨎　Պ໨෼ྨ
Պ໨分ྨ͸、֤Պ໨の֓要を �ܻの਺ࣈでࣔした΋のです。
①②③ ─④⑤⑥ ─⑦⑧

① 1������� のҐʲ学෦ʳ
1 人ؒ総合学܈
2 人ؒ健康学෦
� 学෦ޢ؃
� େ学Ӄ人จՊ学研究Պ

② 1������ のҐʲ学ྨ・学Պʳ
� 学ྨ・学ՊにかかΘΒない（஫ɿ人ؒ総合学܈教養Պ໨・େ学Ӄ）
1 人ؒจԽ学ྨʗ健康ӫ養学Պʗޢ؃学Պ
2 観ޫจԽ学ྨ
� 心理学ྨ
� ॅۭؒデβΠン学ྨ

③ 1����� のҐʲ専߈・コースʳ
� 専߈・コースにかかΘΒない
1 ೔ຊจԽ専߈ʗコースA�（ॅۭؒ）ʗ෹教จԽ専߈
2 人ؒ関係専߈ʗコースB�（ॅۭؒ）ʗ臨床心理学専߈
� ӳޠコミュニέーシϣン専߈

（ϋΠϑン）

④ 1���� のҐʲछผʳ
1 教養教育Պ໨
2 専門基礎Պ໨
� 専門教育Պ໨（஫ɿ人ؒ総合）ʗ専門Պ໨（஫ɿ人ؒ健康・ޢ؃。人ؒ健康のʮ臨床心理関࿈Պ໨ʯ΋）
� 格Պ໨（修ྃॴ要୯Ґにؚ·Εない）ࢿ
� その他のՊ໨（஫ɿݱঢ়で実ࡍに͸֘౰Պ໨͸ない）

⑤ 1��� のҐʲඞ・બ （r修ྃॴ要୯Ґ）
1 ඞ修Պ໨
2 બ୒ඞ修Պ໨
� બ୒Պ໨

⑥ 1�� のҐʲࢿ格ʳ
� 格औಘに͸関ΘΒないࢿ
1 ԿΒかのࢿ格औಘに関Θる

（ϋΠϑン）

⑦ 1� のҐʲ۠分ʳ
1 講ٛ
2� 演習・実習・実技（஫ɿ人ؒ総合）ʗ演習・実習・実ݧ（஫ɿ人ؒ健康）ʗ演習（஫ɿޢ؃・େ学Ӄ）
� 実習・実ݧ（஫ɿ人ؒ健康）ʗ実習（஫ɿޢ؃学෦・େ学Ӄ）

⑧ 1 のҐʲஈ֊ʳ
1 1 年࣍かΒཤ修Մೳ
2 2 年࣍かΒཤ修Մೳ
� � 年࣍かΒཤ修Մೳ
� � 年࣍かΒཤ修Մೳ
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【科目分類の例】

1��ᴷ11�ᴷ11 人ؒ総合学܈・શ・શᴷ教養教育Պ໨・ඞ修Պ໨・ࢿ格に関ΘΒないᴷ
講ٛՊ໨・1年࣍Ҏ߱
˰基礎θミ・෹教学なͲ

111ᴷ��1ᴷ12 人ؒ総合学܈・人ؒจԽ学ྨ・೔ຊจԽ専߈ᴷ専門教育Պ໨・બ୒Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
講ٛՊ໨・2年࣍Ҏ߱
学֓論ⅠなͲޠయจ学֓論・೔ຊݹ˰

1��ᴷ��1ᴷ1� 人ؒ総合学܈・心理学ྨ・専߈なしᴷ専門教育Պ໨・બ୒Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
講ٛՊ໨・�年࣍Ҏ߱
˰ެ認心理ࢣの৬੹なͲ

21�ᴷ211ᴷ�2 人ؒ健康学෦・健康ӫ養学Պ・専߈なしᴷ専門基礎Պ໨・ඞ修Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
実ݧ・実習Պ໨・2年࣍Ҏ߱
˰৯඼学実ݧⅠ・ⅡなͲ

�1�ᴷ�11ᴷ2� 格に関Θるᴷࢿ・なしᴷ専門Պ໨・ඞ修Պ໨߈学Պ・専ޢ؃・学෦ޢ؃
演習Պ໨・�年࣍Ҏ߱
˰খޢ؃ࣇ学ํ法論なͲ

⨐　学मࢦ਑
学修指針͸、ຊ学のディプロマ・ポリシーに基ͮきઃ定͞Εてい·す。
͜の学修指針に͸ 2ͭの໾ׂが͋Γ·す。1ͭ͸、֤त業がͲのΑ͏な力を育成する͜とをओな໨的とし
ているかを学ੜが判断するための指針とい͏໾ׂです。΋͏ 1ͭ͸、֤専߈のΧリΩュϥϜが学ੜのೳ力を
ภΓな͘育成する͜とができるΑ͏にઃ定͞Εているかをେ学がূݕするための指針とい͏໾ׂです。
ཤ修Պ໨のબ୒の判断材ྉとして有意ٛに活༻してͩ͘͞い。
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カリキュラムマップ
大学院　෹ڭจԽ専攻　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

೔ຊの෹教จԽに関する総合的な
知識と、高度な問題意識を有する
人材の育成。

෹教จԽの専門領域において、૑
଄的研究をਐめてい͘͜とのでき
るೳ力の育成。

෹教จԽに関す
る研究成Ռを޿
͘社会にൃ৴で
きる人材の養
成。

学年 学修指針 総合力 判断力 専門力 技術力 実践力

෹
ڭ
จ
Խ
専
攻
授
業
科
目

1 ೔ຊจԽ࢙ ◎ △ ʓ
1 ೔ຊจԽ論 ◎ △ ʓ
1・2 ෹教จԽ特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ෹教จԽ演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ෹య講ಡ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ論特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ論演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 య講ಡݹ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊඒ術࢙特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊඒ術࢙演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ೔ຊจԽ࢙演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 యจ学特घ講ٛݹ ◎ ʓ △
1・2 యจ学演習ݹ △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ೔ຊจԽ࢙特घ講ٛA ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ࢙特घ講ٛB ◎ ʓ △
1・2 ఩学特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ൺֱจԽ特घ講ٛⅠ ◎ ʓ △
1・2 ൺֱจԽ特घ講ٛⅡ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ実習 △ ʓ ◎
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【科目分類の例】

1��ᴷ11�ᴷ11 人ؒ総合学܈・શ・શᴷ教養教育Պ໨・ඞ修Պ໨・ࢿ格に関ΘΒないᴷ
講ٛՊ໨・1年࣍Ҏ߱
˰基礎θミ・෹教学なͲ

111ᴷ��1ᴷ12 人ؒ総合学܈・人ؒจԽ学ྨ・೔ຊจԽ専߈ᴷ専門教育Պ໨・બ୒Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
講ٛՊ໨・2年࣍Ҏ߱
学֓論ⅠなͲޠయจ学֓論・೔ຊݹ˰

1��ᴷ��1ᴷ1� 人ؒ総合学܈・心理学ྨ・専߈なしᴷ専門教育Պ໨・બ୒Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
講ٛՊ໨・�年࣍Ҏ߱
˰ެ認心理ࢣの৬੹なͲ

21�ᴷ211ᴷ�2 人ؒ健康学෦・健康ӫ養学Պ・専߈なしᴷ専門基礎Պ໨・ඞ修Պ໨・ࢿ格に関Θるᴷ
実ݧ・実習Պ໨・2年࣍Ҏ߱
˰৯඼学実ݧⅠ・ⅡなͲ

�1�ᴷ�11ᴷ2� 格に関Θるᴷࢿ・なしᴷ専門Պ໨・ඞ修Պ໨߈学Պ・専ޢ؃・学෦ޢ؃
演習Պ໨・�年࣍Ҏ߱
˰খޢ؃ࣇ学ํ法論なͲ

⨐　学मࢦ਑
学修指針͸、ຊ学のディプロマ・ポリシーに基ͮきઃ定͞Εてい·す。
͜の学修指針に͸ 2ͭの໾ׂが͋Γ·す。1ͭ͸、֤त業がͲのΑ͏な力を育成する͜とをओな໨的とし

ているかを学ੜが判断するための指針とい͏໾ׂです。΋͏ 1ͭ͸、֤専߈のΧリΩュϥϜが学ੜのೳ力を
ภΓな͘育成する͜とができるΑ͏にઃ定͞Εているかをେ学がূݕするための指針とい͏໾ׂです。
ཤ修Պ໨のબ୒の判断材ྉとして有意ٛに活༻してͩ͘͞い。
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カリキュラムマップ
大学院　෹ڭจԽ専攻　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

೔ຊの෹教จԽに関する総合的な
知識と、高度な問題意識を有する
人材の育成。

෹教จԽの専門領域において、૑
଄的研究をਐめてい͘͜とのでき
るೳ力の育成。

෹教จԽに関す
る研究成Ռを޿
͘社会にൃ৴で
きる人材の養
成。

学年 学修指針 総合力 判断力 専門力 技術力 実践力

෹
ڭ
จ
Խ
専
攻
授
業
科
目

1 ೔ຊจԽ࢙ ◎ △ ʓ
1 ೔ຊจԽ論 ◎ △ ʓ
1・2 ෹教จԽ特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ෹教จԽ演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ෹య講ಡ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ論特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ論演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 య講ಡݹ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊඒ術࢙特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊඒ術࢙演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ೔ຊจԽ࢙演習 △ ʓ ◎ ʓ
1・2 యจ学特घ講ٛݹ ◎ ʓ △
1・2 యจ学演習ݹ △ ʓ ◎ ʓ
1・2 ೔ຊจԽ࢙特घ講ٛA ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ࢙特घ講ٛB ◎ ʓ △
1・2 ఩学特घ講ٛ ◎ ʓ △
1・2 ൺֱจԽ特घ講ٛⅠ ◎ ʓ △
1・2 ൺֱจԽ特घ講ٛⅡ ◎ ʓ △
1・2 ೔ຊจԽ実習 △ ʓ ◎
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大学院　臨床心理学専攻　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

心理学に関する総合的知識、及び高
度な問題意識を有する人材の育成。

心理に関する支援を要する者に対し
て、観察、分析を行い、相談に応じ、
助言、指導その他の援助ができる実
践力、及び技術力の養成。

心理学の領域を
活 か し、 研 究、
及び社会で活躍
できるための専
門力の養成。

学年 学修指針 総合力 判断力 実践力 技術力 専門力

臨
床
心
理
学
専
攻
授
業
科
目

1 臨床心理学特論Ⅰ ○ ○ ◎ △
1 臨床心理学特論Ⅱ ○ ○ ◎ △
1 臨床心理面接特論Ⅱ △ ◎ ○ ○

1 臨床心理面接特論Ⅰ（心理支
援に関する理論と実践Ⅰ） △ ◎ ○ ○

1 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセ
スメントに関する理論と実践） △ ◎ ○ ○

1 臨床心理査定演習Ⅱ △ ◎ ○ ○
1 臨床心理基礎実習 △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅠA
（心理実践実習Ⅰ） △ ○ ○ ◎

2 臨床心理実習ⅠB
（心理実践実習Ⅱ） △ ○ ○ ◎

2 臨床心理実習ⅠC
（心理実践実習Ⅲ） △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅠD
（心理実践実習Ⅳ） △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅡA △ ○ ○ ◎
1 臨床心理実習ⅡB △ ○ ○ ◎
2 臨床心理実習ⅡC △ ○ ○ ◎
2 臨床心理実習ⅡD △ ○ ○ ◎
1 心理学研究法特講 △ ◎ ○ ○
1 臨床心理学研究法特講 △ ◎ ○ ○
1・2 人格心理学特講 ○ ◎ △
1 認知心理学特講 ○ ◎ △
1・2 社会心理学特講 ○ ◎ △ ○

1・2
家族心理学特講（家族関係・
集団・地域社会における心理
支援に関する理論と実践Ⅰ）

○ ◎ △

1 司法・犯罪分野に関する
理論と支援の展開 ○ ◎ △

1・2 産業・労働分野に関する
理論と支援の展開 ○ ◎ △

1・2 精神医学特講（保健医療分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2 異常心理学特講 ○ ◎ △

1・2 障害者心理学特講（福祉分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2 心理療法特講A △ ◎ ○ ○
1・2 心理療法特講B △ ◎ ○ ○

1・2 心理療法特講 C（心理支援
に関する理論と実践Ⅱ） △ ◎ ○ ○

1・2 心理療法特講 D（心理支援
に関する理論と実践Ⅲ） △ ◎ ○ ○

1・2 学校臨床心理特講（教育分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2

コミュニティ ･ アプローチ特
講（家族関係・集団・地域社
会における心理支援に関する
理論と実践Ⅱ）

○ ◎ △ ○

1・2 心の健康教育に関する理
論と実践 ○ ◎ △

1 臨床心理学研究実践Ⅰ △ ○ ○ ◎
2 臨床心理学研究実践Ⅱ △ ○ ○ ◎
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大学院　臨床心理学専攻　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

心理学に関する総合的知識、及び高
度な問題意識を有する人材の育成。

心理に関する支援を要する者に対し
て、観察、分析を行い、相談に応じ、
助言、指導その他の援助ができる実
践力、及び技術力の養成。

心理学の領域を
活 か し、 研 究、
及び社会で活躍
できるための専
門力の養成。

学年 学修指針 総合力 判断力 実践力 技術力 専門力

臨
床
心
理
学
専
攻
授
業
科
目

1 臨床心理学特論Ⅰ ○ ○ ◎ △
1 臨床心理学特論Ⅱ ○ ○ ◎ △
1 臨床心理面接特論Ⅱ △ ◎ ○ ○

1 臨床心理面接特論Ⅰ（心理支
援に関する理論と実践Ⅰ） △ ◎ ○ ○

1 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセ
スメントに関する理論と実践） △ ◎ ○ ○

1 臨床心理査定演習Ⅱ △ ◎ ○ ○
1 臨床心理基礎実習 △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅠA
（心理実践実習Ⅰ） △ ○ ○ ◎

2 臨床心理実習ⅠB
（心理実践実習Ⅱ） △ ○ ○ ◎

2 臨床心理実習ⅠC
（心理実践実習Ⅲ） △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅠD
（心理実践実習Ⅳ） △ ○ ○ ◎

1 臨床心理実習ⅡA △ ○ ○ ◎
1 臨床心理実習ⅡB △ ○ ○ ◎
2 臨床心理実習ⅡC △ ○ ○ ◎
2 臨床心理実習ⅡD △ ○ ○ ◎
1 心理学研究法特講 △ ◎ ○ ○
1 臨床心理学研究法特講 △ ◎ ○ ○
1・2 人格心理学特講 ○ ◎ △
1 認知心理学特講 ○ ◎ △
1・2 社会心理学特講 ○ ◎ △ ○

1・2
家族心理学特講（家族関係・
集団・地域社会における心理
支援に関する理論と実践Ⅰ）

○ ◎ △

1 司法・犯罪分野に関する
理論と支援の展開 ○ ◎ △

1・2 産業・労働分野に関する
理論と支援の展開 ○ ◎ △

1・2 精神医学特講（保健医療分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2 異常心理学特講 ○ ◎ △

1・2 障害者心理学特講（福祉分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2 心理療法特講A △ ◎ ○ ○
1・2 心理療法特講B △ ◎ ○ ○

1・2 心理療法特講 C（心理支援
に関する理論と実践Ⅱ） △ ◎ ○ ○

1・2 心理療法特講 D（心理支援
に関する理論と実践Ⅲ） △ ◎ ○ ○

1・2 学校臨床心理特講（教育分野
に関する理論と支援の展開） ○ ◎ △

1・2

コミュニティ ･ アプローチ特
講（家族関係・集団・地域社
会における心理支援に関する
理論と実践Ⅱ）

○ ◎ △ ○

1・2 心の健康教育に関する理
論と実践 ○ ◎ △

1 臨床心理学研究実践Ⅰ △ ○ ○ ◎
2 臨床心理学研究実践Ⅱ △ ○ ○ ◎
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（目ⓗ）

第㸯条

第㸰条

第㸱条
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第㸲条

2

3

�1�

�2�

�3�

第㸳条

第㸴条

2

2

第㸵条

第䠏章　　　ᩍ⫋ဨ⤌⧊

第㸶条

第㸷条

（ᩍ⫱研究᥎㐍࣮ࢱࣥࢭ）

本学大学院に、ᩍ⫱研究᥎㐍࣮ࢱࣥࢭ（௨ୗ、ࠕ᥎㐍࣮ࠖࢱࣥࢭとい࠺。）を⨨く。

᥎㐍࣮ࢱࣥࢭに㛵するつ⛬は、別に定める。

第㸴条の2

本学大学院にᩍົ部を⨨く。

（఩⨨）

本学大学院は、ᮾி㒔✄ᇛᕷᆏ὾238␒ᆅに⨨く。

本学大学院は、㐨ඖ⚙ᖌの⚙すなわࠕࡕ正ᛕࠖ㺃ࠕ行学一ዴࠖをᘓ学の⢭⚄とするఏ⤫をࡩま࠼、
ᗈいど㔝を有しே間ᛶࡺたかな⌧௦ዪᛶを⫱成するとともに、ࡑれࡒれのᑓᨷ分㔝におけるᑓ㛛ⓗ
研究を㏻ࡌ㧗ᗘなᑓ㛛ᛶを要する⫋業等に必要な⬟ຊを㣴࠺ことを目ⓗとする。

ᅗ᭩㤋に㛵するつ定は別に定める。

（๐除）

本学大学院に、学長、研究科長、ᩍົ部長、ᩍ授、෸ᩍ授、講ᖌ、ຓᩍ、ຓ手、ࡑの௚必要な⫋員
を⨨く。

๓㡯の研究科に、次のᑓᨷを⨨く。

本学の大学院に、ேᩥ科学研究科修ኈㄢ⛬を⨨く。

（ྡ⛠）

本学大学院は、㥖ἑዪᏊ大学大学院と⛠する。

（研究科ᑓᨷ）

⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷ

⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷは、⮫ᗋᚰ理学のᑓ㛛ⓗ▱㆑をᩍ授し、ᚰ理ⓗၥ㢟のゎỴをᨭ᥼できる公
認ᚰ理ᖌ࣭⮫ᗋᚰ理ኈ等の㧗ᗘᑓ㛛⫋業ேを㣴成することを目ⓗとする。

௖ᩍᩥ໬ᑓᨷは、௖ᩍᩥ໬に㛵するᑓ㛛ⓗ▱㆑と研究᪉ἲをᩍ授し、௖ᩍᩥ໬について♫
会にⓎಙできるேᮦを㣴成する。

ேᩥ科学研究科は、ேᩥ科学の㡿ᇦにおける῝い学㆑と研究᪉ἲをᩍ授し、ᑓ㛛分㔝にお
ける研究⬟ຊをල࠼たேᮦ及び㧗ᗘᑓ㛛⫋業ேにࡉࡩわしい⬟ຊをල࠼たேᮦを㣴成する
ことを目ⓗとする。

๓㡯の研究科及びᑓᨷのᩍ⫱ୖの目ⓗを௨ୗの࠺ࡼに定める。

௖ᩍᩥ໬ᑓᨷ

（定員）

๓条のᑓᨷの定員は次のとおりとする。

௖ᩍᩥ໬ᑓᨷ

⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷ

入学定員

10ྡ

5ྡ

཰ᐜ定員

20ྡ

10ྡ

（ᅗ᭩㤋）

（部の設⨨）

本学大学院に、ᅗ᭩㤋を⨨く。

（ᩍ⫋員）

（እᅜேᩍ員）
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第10条

2

第11条

2

3

第12条

�1�

�2�

�3�

2

第䠐章　　　Ꮫᖺ䚸Ꮫᮇ及びఇᴗ᪥

第13条

2

第14条

第15条

�1�

�2�

�3�

�4�

�5�

2

第䠑章　　　修ᴗᖺ㝈

第16条

2

第17条

本学における1年間の授業᫬間は35㐌とする。

学年は、4月1日にጞまり、⩣年3月31日に⤊わる。

๓㡯のつ定にかかわらず、௖ᩍᩥ໬ᑓᨷにおいては、入学᫬に修了年限を㉸࠼た期間にわたる履修
（௨ୗࠕ長期履修ࠖとい࠺。）をᕼᮃする者があるときは、研究科委員会においてᙜヱ学生の学⩦
意ḧを⥲合ⓗにุ᩿し、学長等がᅾ学を認めることができる。

研究科委員会の㐠Ⴀ等に㛵する事㡯は、別に定める。

（研究科委員会）

研究科委員会は、学長、研究科長、ᩍ授、෸ᩍ授、ᑓ௵講ᖌをもࡗて⤌⧊する。

�学年）

�学期）

๓㸰ྕにᥖࡆる事㡯の࡯か、ᩍ⫱研究に㛵する㔜要な事㡯で、研究科委員会の意見を聴く
ことを必要として学長が定める事㡯

ᐈ員ᩍ授に㛵する事㡯は、別に定める。

本学大学院に、ᐈ員ᩍ授を⨨くことができる。

（ᐈ員ᩍ授）

（研究科委員会ྲྀりᢅい事㡯）

研究科委員会は、学長が次にᥖࡆる事㡯についてỴ定を行࠺にᙜり意見を㏙࡭ることができる。

研究科委員会は、๓㡯につ定する事㡯の࡯か、学長及び研究科長ࡑの௚研究科委員会が⨨かれる⤌
⧊の長（௨ୗこの㡯においてࠕ学長等ࠖとい࠺。）がつか࡝ࡉるᩍ⫱研究に㛵わる事㡯についてᑂ
議し、及び学長等のồめにᛂࡌ、意見を㏙࡭ることができる。

第一学期

本学大学院に、研究科委員会を⨨く。

4月1日から9月19日まで

ᅜẸの休日に㛵するἲᚊ（᫛和23年ἲᚊ第178ྕ）につ⛬する日

学年を次の二学期に分ける。

学఩の授୚

学生の入学、༞業及びㄢ⛬の修了

᫓Ꮨ休業　3月11日から3月31日まで

日᭙日

9月20日から⩣年3月31日まで第二学期

休業日は次のྛྕのとおりとする。

�休業日）

෤Ꮨ休業　12月21日から⩣年1月7日まで

ኟᏘ休業　8月1日から9月19日まで

（修了年限）

（ᅾ学年限）

本学大学院の修業年限は、2年とする。

必要がある場合、学長は、๓㡯の休業日を⮫᫬にኚ᭦すること、又は⮫᫬の休業日を定めることが
できる。

学生は、4年を㉸࠼てᅾ学することができない。
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第䠒章　　　ධ　　Ꮫ

第18条

第19条

�1�

�2�

�3�

�4�

�5�

�6�

�7�

第20条

2

第20条の2

2 長期履修学生に㛵して必要な事㡯は別に定める。

第21条

2

第䠓章　　　ᩍ⫱ㄢ⛬及び履修᪉ἲ

第22条

௖ᩍᩥ໬ᑓᨷ

8

16

6

30

⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷ

20

12

32

2

第23条

̿

の௚本学大学院において、大学を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊがあると認めた者ࡑ

本学大学院において、ಶ別の入学資格ᑂᰝにࡼり、大学を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊが
あると認めた者で、22ṓに㐩している者

�入学資格）

（入学ᚿ㢪）

（授業科目の༊分）

（授業科目のྡ⛠等）

㑅ᢥ科目

༢఩

合　　ィ

๓㡯のつ定にᣊらず、修ኈㄽᩥᑂᰝに合格しなければ修了することはできないものとする。

༢఩

合　　ィ

㑅ᢥ必修科目

༊　　分

༢఩௨ୖ

༢　఩　数

長期履修にࡼる入学をᚿ㢪する者は、๓条の௚、長期履修の期間とࡑの間の研究ィ⏬及び履修ィ⏬
をグ㍕した⏦ㄳ᭩を提出しなければならない。

๓条の授業科目のྡ⛠、༢఩数、年次㓄ᙜ及び履修᪉ἲは、別⾲第㸯にᥖࡆるとおりとする。

大学に3年௨ୖᅾ学し、又はእᅜにおいて学ᰯᩍ⫱における15年のㄢ⛬を修了し、本学大学
院において、所定の༢఩をඃれた成⦼をもࡗて修得したと認めた者

本学大学院に入学することのできる者は、次のྛྕの一にヱᙜする者とする。

እᅜにおいて学ᰯᩍ⫱における16年のㄢ⛬を修了した者

学఩授୚ᶵᵓから学ኈの学఩を授୚ࡉれた者

ᩥ部科学大⮧のᣦ定した者

学ᰯᩍ⫱ἲ第83条に定める大学を༞業した者

（入学の᫬期）

本学大学院の入学の᫬期は、学年のጞめとする。

本学大学院࡬の入学をᚿ㢪する者は、入学㢪᭩を、所定の入学᳨定料及び出㌟大学長から提出ࡉれ
る成⦼⾲をῧ࠼て、提出しなければならない。

๓㡯の入学ᚿ㢪者については、別に定める㥖ἑዪᏊ大学大学院入学者㑅ᢤつ⛬にࡼり㑅ᢤを行࠺。

༢　఩　数

༢఩

必修科目

本学大学院における授業科目は、必修科目、㑅ᢥ必修科目、㑅ᢥ科目とし、修了に必要な༢఩は次
のとおりとする。

༢఩

༢఩௨ୖ

༊　　分

㑅ᢥ必修科目

必修科目

（長期履修ᚿ㢪）

�入学手続）

学長は、๓㡯の手続を完了した者に、入学を許可する。

๓条の㑅ᢤの⤖ᯝにᇶ࡙き合格の㏻▱を受けた者は、所定の期日までに、別の定めるとこࢁにᚑい
手続を完了しなければならない。

㑅ᢥ科目

༢఩௨ୖ
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第一学期

本学大学院に、研究科委員会を⨨く。

4月1日から9月19日まで

ᅜẸの休日に㛵するἲᚊ（᫛和23年ἲᚊ第178ྕ）につ⛬する日

学年を次の二学期に分ける。

学఩の授୚

学生の入学、༞業及びㄢ⛬の修了

᫓Ꮨ休業　3月11日から3月31日まで

日᭙日

9月20日から⩣年3月31日まで第二学期

休業日は次のྛྕのとおりとする。

�休業日）

෤Ꮨ休業　12月21日から⩣年1月7日まで

ኟᏘ休業　8月1日から9月19日まで

（修了年限）

（ᅾ学年限）

本学大学院の修業年限は、2年とする。

必要がある場合、学長は、๓㡯の休業日を⮫᫬にኚ᭦すること、又は⮫᫬の休業日を定めることが
できる。

学生は、4年を㉸࠼てᅾ学することができない。
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学　則

第䠒章　　　ධ　　Ꮫ

第18条

第19条

�1�

�2�

�3�

�4�

�5�

�6�

�7�

第20条

2

第20条の2

2 長期履修学生に㛵して必要な事㡯は別に定める。

第21条

2

第䠓章　　　ᩍ⫱ㄢ⛬及び履修᪉ἲ

第22条

௖ᩍᩥ໬ᑓᨷ

8

16

6

30

⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷ

20

12

32

2

第23条

̿

の௚本学大学院において、大学を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊがあると認めた者ࡑ

本学大学院において、ಶ別の入学資格ᑂᰝにࡼり、大学を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊが
あると認めた者で、22ṓに㐩している者

�入学資格）

（入学ᚿ㢪）

（授業科目の༊分）

（授業科目のྡ⛠等）

㑅ᢥ科目

༢఩

合　　ィ

๓㡯のつ定にᣊらず、修ኈㄽᩥᑂᰝに合格しなければ修了することはできないものとする。

༢఩

合　　ィ

㑅ᢥ必修科目

༊　　分

༢఩௨ୖ

༢　఩　数

長期履修にࡼる入学をᚿ㢪する者は、๓条の௚、長期履修の期間とࡑの間の研究ィ⏬及び履修ィ⏬
をグ㍕した⏦ㄳ᭩を提出しなければならない。

๓条の授業科目のྡ⛠、༢఩数、年次㓄ᙜ及び履修᪉ἲは、別⾲第㸯にᥖࡆるとおりとする。

大学に3年௨ୖᅾ学し、又はእᅜにおいて学ᰯᩍ⫱における15年のㄢ⛬を修了し、本学大学
院において、所定の༢఩をඃれた成⦼をもࡗて修得したと認めた者

本学大学院に入学することのできる者は、次のྛྕの一にヱᙜする者とする。

እᅜにおいて学ᰯᩍ⫱における16年のㄢ⛬を修了した者

学఩授୚ᶵᵓから学ኈの学఩を授୚ࡉれた者

ᩥ部科学大⮧のᣦ定した者

学ᰯᩍ⫱ἲ第83条に定める大学を༞業した者

（入学の᫬期）

本学大学院の入学の᫬期は、学年のጞめとする。

本学大学院࡬の入学をᚿ㢪する者は、入学㢪᭩を、所定の入学᳨定料及び出㌟大学長から提出ࡉれ
る成⦼⾲をῧ࠼て、提出しなければならない。

๓㡯の入学ᚿ㢪者については、別に定める㥖ἑዪᏊ大学大学院入学者㑅ᢤつ⛬にࡼり㑅ᢤを行࠺。

༢　఩　数

༢఩

必修科目

本学大学院における授業科目は、必修科目、㑅ᢥ必修科目、㑅ᢥ科目とし、修了に必要な༢఩は次
のとおりとする。

༢఩

༢఩௨ୖ

༊　　分

㑅ᢥ必修科目

必修科目

（長期履修ᚿ㢪）

�入学手続）

学長は、๓㡯の手続を完了した者に、入学を許可する。

๓条の㑅ᢤの⤖ᯝにᇶ࡙き合格の㏻▱を受けた者は、所定の期日までに、別の定めるとこࢁにᚑい
手続を完了しなければならない。

㑅ᢥ科目

༢఩௨ୖ
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第24条

第25条

2

�1�

�2�

第䠔章　　　ヨ㦂及びᡂ⦼

�ヨ㦂）

第26条

第27条

第28条

2

3

第29条

第30条

第䠕章　　　修஢及びᏛ఩

第31条

第32条

�1�

�2�

�3�

第33条

休学又は೵学の期間中は、ヨ㦂を受けることができない。

学費及び必要な手数料を納入していない者は、ヨ㦂を受けることができない。

（公認ᚰ理ᖌ受㦂資格）

第25条の2 公認ᚰ理ᖌの受㦂資格を得࠺ࡼとする者は、大学院ேᩥ科学研究科⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷの修了に必要な
༢఩の࡯かに、公認ᚰ理ᖌἲ、ྠἲ施行つ則に定める所定の科目を履修し、༢఩を修得しなければ
ならない。

（受㦂の条௳）

（履修手続）

ヨ㦂は、学年ᮎにおいて行࠺。ただし、必要があると認めるときは、ࡑの௚の᫬期においても行࠺
ことができる。

ヨ㦂は、➹グ又はཱྀ㏙にࡼるものとする。ただし、ㄽᩥの提出ࡑの௚の᪉ἲにࡼることができる。

ྛ授業科目の༢఩数は、授業᫬間እに必要な学修等を⪃៖して、次のᇶ‽にࡼりィ⟬する。ただ
し、出席しなければならない᫬間数の3分の1௨ୖḞ席したものは、༢఩をྲྀ得できないことがあ
る。

履修した科目のヨ㦂に合格した者は、ᙜヱ科目の履修を修了したと認められた所定の༢఩が୚࠼ら
れる。

学生は、ẖ学年のጞめに、学費を納入し、ࡑの学年で履修し࠺ࡼとする授業科目について、ᣦ定ࡉ
れた期限までに履修届を提出の࠼࠺、履修しなければならない。

（༢఩ྲྀ得）

ヨ㦂は、履修した授業科目でなければ、受けることができない。

�ヨ㦂の期日）

講⩏及び₇⩦については、ẖ㐌1᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とする。ただし、₇⩦科目
にࡗࡼては、ẖ㐌2᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とすることができる。

ᐇ⩦については、ẖ㐌2᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とする。ただし、授業科目にࡗࡼて
は、㐌3᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とすることができる。

๓条のつ定にࡼり修了した者は、௖ᩍᩥ໬ᑓᨷの場合修ኈ（ᩥ学）、⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷの場合修ኈ
�ᚰ理学�と⛠することができる。

（成⦼の⾲♧）

修ኈㄽᩥのᑂᰝに合格すること

修了に必要な༢఩を修得していること

2年௨ୖᅾ学すること

修了の要௳は、次のྛྕに定めるとおりにする。

（修了の要௳）

（学఩の⛠ྕ）

ヨ㦂の成⦼のⓎ⾲はྛ学年ᮎとし、᭩類をもࡗて学生に㏻▱する。

（修了に必要な༢఩）

（成⦼の㏻▱）

成⦼は、⚽、ඃ、Ⰻ、可、不可とし、⚽、ඃ、Ⰻ、可を合格、不可を不合格とする。

修了に必要な༢఩は、௖ᩍᩥ໬ᑓᨷが30༢఩௨ୖ、⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷが32༢఩௨ୖとする。
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学　則

第10章　　　ఇᏛ䚸㏥Ꮫ及び㝖⡠

第34条

2

3

4

5

第35条

第36条

第37条

�1�

�2�

�3�

�4�

第11章　　　㈹　　⨩

第38条

第39条

2

3

�1�

�2�

�3�

�4�

第12章　　　Ꮫ㈝等

第40条

第41条

�1�

�2�

休学した者は、休学の事⏤がᾘ⁛したときは、ಖドேと㐃⨫の᚟学㢪を提出し、研究科委員会の議
を経て、学年又は学期のጞめに᚟学することができる。

第17条のつ定は、休学した者にも㐺⏝する。

休学の期間は、㏻⟬して2年を㉸࠼ることができない。休学期間は、ᅾ学年数に⟬入しない。

休学の事⏤がᾘ⁛しない者は、許可を受けてᘬ続き1学期休学することができる。

（休　学）

⑓Ẽࡑの௚ࡴࡸを得ない事⏤にࡼり2ࣨ月௨ୖ修学することができない者は、ࡑの理⏤を付して、
ಖドேと㐃⨫の休学㢪を提出し、休学の許可を受け、ࡑの学期の⤊わりまで休学することができ
る。

᪂入生で、ᣦ定ࡉれた期間までに履修届を提出しない者、ࡑの௚本学大学院において修学
する意ᛮがないと認められる者

一᪦退学した者が෌入学し࠺ࡼとする場合は、㑅⪃の࠼࠺許可することがある。

次のྛྕの一にヱᙜする者は、除籍する。

ᐇ⩦費

維持費

授業料

学費

第1㡯の退学ฎ分は、次のいずれかにヱᙜする者にᑐしてでなければ行࠺ことができない。

（除　籍）

╩ಁを受けた⁫納学費を、ᣦ定ࡉれた期日までに納入しない者

入学金

本学大学院の入学金及び学費は、次のとおりとし、ࡑの納入額は別⾲第2㸪3にᥖࡆるとおりとす
る。ただし、ᐇ⩦費については別㏵ᚩ཰する。

๓㡯のฎ分は、行Ⅽの㍍㔜、ᩍ⫱ୖの必要を⪃៖してなࡉなければならない。

本学大学院のつ定に㐪཯し、又は学生としての本分に཯する行Ⅽをした者にᑐして、学長は、研究
科委員会の議を経て、カ࿌、೵学又は退学のฎ分をすることができる。

本学大学院の学生として〔㈹に್する行Ⅽがあࡗた者にᑐして、学長は、研究科委員会の議を経
て、〔㈹することができる。

（๐除）

第17条のつ定にࡼるᅾ学できる年数を㉸࠼る者

（〔　㈹）

（ᠬ　ᡄ）

（෌入学）

退学し࠺ࡼとする者は、ࡑの理⏤を付して、ಖドேとの㐃⨫の退学届に学生ドをῧ࠼て、手続しな
ければならない。

（退　学）

正ᙜな理⏤がなく出席のᖖでない者

学業をᛰり修業の見㎸ࡳがないと認められる者

ᛶ行不Ⰻにして改ၿの見㎸ࡳがないと認められる者

（入学᳨定料）

（学　費）

本学大学院࡬の入学をᚿᮃする者は、別⾲第2にᥖࡆる入学᳨定料を納めなければならない。

本学大学院の⛛ᗎを஘し、本学則に཯し、学生の本分に཯する行Ⅽをした者
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第24条

第25条

2

�1�

�2�

第䠔章　　　ヨ㦂及びᡂ⦼

�ヨ㦂）

第26条

第27条

第28条

2

3

第29条

第30条

第䠕章　　　修஢及びᏛ఩

第31条

第32条

�1�

�2�

�3�

第33条

休学又は೵学の期間中は、ヨ㦂を受けることができない。

学費及び必要な手数料を納入していない者は、ヨ㦂を受けることができない。

（公認ᚰ理ᖌ受㦂資格）

第25条の2 公認ᚰ理ᖌの受㦂資格を得࠺ࡼとする者は、大学院ேᩥ科学研究科⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷの修了に必要な
༢఩の࡯かに、公認ᚰ理ᖌἲ、ྠἲ施行つ則に定める所定の科目を履修し、༢఩を修得しなければ
ならない。

（受㦂の条௳）

（履修手続）

ヨ㦂は、学年ᮎにおいて行࠺。ただし、必要があると認めるときは、ࡑの௚の᫬期においても行࠺
ことができる。

ヨ㦂は、➹グ又はཱྀ㏙にࡼるものとする。ただし、ㄽᩥの提出ࡑの௚の᪉ἲにࡼることができる。

ྛ授業科目の༢఩数は、授業᫬間እに必要な学修等を⪃៖して、次のᇶ‽にࡼりィ⟬する。ただ
し、出席しなければならない᫬間数の3分の1௨ୖḞ席したものは、༢఩をྲྀ得できないことがあ
る。

履修した科目のヨ㦂に合格した者は、ᙜヱ科目の履修を修了したと認められた所定の༢఩が୚࠼ら
れる。

学生は、ẖ学年のጞめに、学費を納入し、ࡑの学年で履修し࠺ࡼとする授業科目について、ᣦ定ࡉ
れた期限までに履修届を提出の࠼࠺、履修しなければならない。

（༢఩ྲྀ得）

ヨ㦂は、履修した授業科目でなければ、受けることができない。

�ヨ㦂の期日）

講⩏及び₇⩦については、ẖ㐌1᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とする。ただし、₇⩦科目
にࡗࡼては、ẖ㐌2᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とすることができる。

ᐇ⩦については、ẖ㐌2᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とする。ただし、授業科目にࡗࡼて
は、㐌3᫬間15㐌の授業をもࡗて1༢఩とすることができる。

๓条のつ定にࡼり修了した者は、௖ᩍᩥ໬ᑓᨷの場合修ኈ（ᩥ学）、⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷの場合修ኈ
�ᚰ理学�と⛠することができる。

（成⦼の⾲♧）

修ኈㄽᩥのᑂᰝに合格すること

修了に必要な༢఩を修得していること

2年௨ୖᅾ学すること

修了の要௳は、次のྛྕに定めるとおりにする。

（修了の要௳）

（学఩の⛠ྕ）

ヨ㦂の成⦼のⓎ⾲はྛ学年ᮎとし、᭩類をもࡗて学生に㏻▱する。

（修了に必要な༢఩）

（成⦼の㏻▱）

成⦼は、⚽、ඃ、Ⰻ、可、不可とし、⚽、ඃ、Ⰻ、可を合格、不可を不合格とする。

修了に必要な༢఩は、௖ᩍᩥ໬ᑓᨷが30༢఩௨ୖ、⮫ᗋᚰ理学ᑓᨷが32༢఩௨ୖとする。
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学　則

第10章　　　ఇᏛ䚸㏥Ꮫ及び㝖⡠

第34条

2

3

4

5

第35条

第36条

第37条

�1�

�2�

�3�

�4�

第11章　　　㈹　　⨩

第38条

第39条

2

3

�1�

�2�

�3�

�4�

第12章　　　Ꮫ㈝等

第40条

第41条

�1�

�2�

休学した者は、休学の事⏤がᾘ⁛したときは、ಖドேと㐃⨫の᚟学㢪を提出し、研究科委員会の議
を経て、学年又は学期のጞめに᚟学することができる。

第17条のつ定は、休学した者にも㐺⏝する。

休学の期間は、㏻⟬して2年を㉸࠼ることができない。休学期間は、ᅾ学年数に⟬入しない。

休学の事⏤がᾘ⁛しない者は、許可を受けてᘬ続き1学期休学することができる。

（休　学）

⑓Ẽࡑの௚ࡴࡸを得ない事⏤にࡼり2ࣨ月௨ୖ修学することができない者は、ࡑの理⏤を付して、
ಖドேと㐃⨫の休学㢪を提出し、休学の許可を受け、ࡑの学期の⤊わりまで休学することができ
る。

᪂入生で、ᣦ定ࡉれた期間までに履修届を提出しない者、ࡑの௚本学大学院において修学
する意ᛮがないと認められる者

一᪦退学した者が෌入学し࠺ࡼとする場合は、㑅⪃の࠼࠺許可することがある。

次のྛྕの一にヱᙜする者は、除籍する。

ᐇ⩦費

維持費

授業料

学費

第1㡯の退学ฎ分は、次のいずれかにヱᙜする者にᑐしてでなければ行࠺ことができない。

（除　籍）

╩ಁを受けた⁫納学費を、ᣦ定ࡉれた期日までに納入しない者

入学金

本学大学院の入学金及び学費は、次のとおりとし、ࡑの納入額は別⾲第2㸪3にᥖࡆるとおりとす
る。ただし、ᐇ⩦費については別㏵ᚩ཰する。

๓㡯のฎ分は、行Ⅽの㍍㔜、ᩍ⫱ୖの必要を⪃៖してなࡉなければならない。

本学大学院のつ定に㐪཯し、又は学生としての本分に཯する行Ⅽをした者にᑐして、学長は、研究
科委員会の議を経て、カ࿌、೵学又は退学のฎ分をすることができる。

本学大学院の学生として〔㈹に್する行Ⅽがあࡗた者にᑐして、学長は、研究科委員会の議を経
て、〔㈹することができる。

（๐除）

第17条のつ定にࡼるᅾ学できる年数を㉸࠼る者

（〔　㈹）

（ᠬ　ᡄ）

（෌入学）

退学し࠺ࡼとする者は、ࡑの理⏤を付して、ಖドேとの㐃⨫の退学届に学生ドをῧ࠼て、手続しな
ければならない。

（退　学）

正ᙜな理⏤がなく出席のᖖでない者

学業をᛰり修業の見㎸ࡳがないと認められる者

ᛶ行不Ⰻにして改ၿの見㎸ࡳがないと認められる者

（入学᳨定料）

（学　費）

本学大学院࡬の入学をᚿᮃする者は、別⾲第2にᥖࡆる入学᳨定料を納めなければならない。

本学大学院の⛛ᗎを஘し、本学則に཯し、学生の本分に཯する行Ⅽをした者
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第42条

第43条

2

第44条

第45条

第13章　　　科目等履修生及び公開講座

第46条

2

3

第47条

第14章　　　改　　正

第48条

附　則 この学則は、平成14年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成15年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成16年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成17年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成18年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成19年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成22年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成25年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成26年7月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成27年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成28年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成29年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成30年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成31年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、令和2年12月19日から施行する。

附　則 この学則は、令和4年4月1日から施行する。

（科目等履修生）

（公開講座）

（改　正）

本学大学院は、研究科委員会の議を経て、科目等履修生の履修を許可することがある。

この学則の改正は、研究科委員会の意見を聴き、学長が理事会の承認を得なければならない。

本学大学院において、公開講座を開設することがある。

科目等履修生の履修資格等については、別に定める。

科目等履修生は、本学大学院開設の授業科目を履修することができる。

手数料の種類及び納入額については、別に定める。

納入した授業料等は、原則として返還しない。ただし、入学手続を完了した者で所定の期日内に入
学辞退届を提出し、本学大学院が受理した者に限り入学金を除く納付金を返還する。

休学期間中の授業料は免除する。ただし、維持費は納めなければならない。

学費は出席の有無にかかわらず学籍のある間は、これを納めなければならない。ただし、理事長が
必要と認めた場合には、学費の全部又は一部を減免することができる。

（手数料）

（授業料等の不返還）

（学　費）

授業料等は、4月20日までに納めなければならない。ただし、次の二期に分けて分納することもで
きる。

（授業料）

第一期　4月20日まで

第二期　9月20日まで
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学　則

別表第2

入学検定料・入学金

� 本学学部からの入学者に対しては入学金は2分の1とする。

別表第3　　　　

学　費（第16条第1項適用）

学　費（第16条第2項適用）

在学年限　3年

在学年限　４年

在学年限　５年

� 実習費については別途徴収する。

            30,000円入学選抜における入学検定料

入学金

維持費

720,000円授業料

150,000円

           200,000円

区　　分 年　額

区　　分 年　額

授業料 480,000円

維持費 100,000円

区　　分 年　額

授業料 360,000円

維持費 60,000円

維持費 75,000円

区　　分 年　額

授業料 288,000円
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第42条

第43条

2

第44条

第45条

第13章　　　科目等履修生及び公開講座

第46条

2

3

第47条

第14章　　　改　　正

第48条

附　則 この学則は、平成14年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成15年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成16年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成17年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成18年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成19年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成22年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成25年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成26年7月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成27年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成28年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成29年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成30年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、平成31年4月1日から施行する。

附　則 この学則は、令和2年12月19日から施行する。

附　則 この学則は、令和4年4月1日から施行する。

（科目等履修生）

（公開講座）

（改　正）

本学大学院は、研究科委員会の議を経て、科目等履修生の履修を許可することがある。

この学則の改正は、研究科委員会の意見を聴き、学長が理事会の承認を得なければならない。

本学大学院において、公開講座を開設することがある。

科目等履修生の履修資格等については、別に定める。

科目等履修生は、本学大学院開設の授業科目を履修することができる。

手数料の種類及び納入額については、別に定める。

納入した授業料等は、原則として返還しない。ただし、入学手続を完了した者で所定の期日内に入
学辞退届を提出し、本学大学院が受理した者に限り入学金を除く納付金を返還する。

休学期間中の授業料は免除する。ただし、維持費は納めなければならない。

学費は出席の有無にかかわらず学籍のある間は、これを納めなければならない。ただし、理事長が
必要と認めた場合には、学費の全部又は一部を減免することができる。

（手数料）

（授業料等の不返還）

（学　費）

授業料等は、4月20日までに納めなければならない。ただし、次の二期に分けて分納することもで
きる。

（授業料）

第一期　4月20日まで

第二期　9月20日まで
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学　則

別表第2

入学検定料・入学金

� 本学学部からの入学者に対しては入学金は2分の1とする。

別表第3　　　　

学　費（第16条第1項適用）

学　費（第16条第2項適用）

在学年限　3年

在学年限　４年

在学年限　５年

� 実習費については別途徴収する。

            30,000円入学選抜における入学検定料

入学金

維持費

720,000円授業料

150,000円

           200,000円

区　　分 年　額

区　　分 年　額

授業料 480,000円

維持費 100,000円

区　　分 年　額

授業料 360,000円

維持費 60,000円

維持費 75,000円

区　　分 年　額

授業料 288,000円
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